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差異理由表 

No. 差異理由 

①  ・記載の適正化（浸水防護施設のうち，6号機地下水排水設備のうち排水配管の強度内容を追記）2,3ページ 

②  
・記載の適正化（浸水防護施設のうち，6号機地下水排水設備及び 7号機地下水排水設備（サブドレンピット，集水管及びサブドレ

ン管）の耐震内容を追記）2ページ 

③  ・記載の適正化 （「及び排水を期待する設備」を追記。）3ページ 

④  

・記載の適正化 

（「3.1 溢水伝播を防止する設備」との整合を踏まえて「溢水伝搬の防止」を「溢水伝播を防止する設備」に変更。）4ページ 

（「3.2 蒸気影響を緩和する設備 」との整合を踏まえて「蒸気影響の緩和」を「蒸気影響を緩和する設備」に変更。）4,16ページ 

（「3.3 排水を期待する設備 」との整合を踏まえて「排水を期待する設備」を追加。）4,16ページ 

⑤  
・記載の適正化（6 号機地下水排水設備については，6 号機設計が進捗したことにより 7号機地下水排水設備の一部を共用設備とす

ることが確定したため，その旨を追記。）6,10,14ページ 

⑥  
・プラント固有の差異（6 号機では，溢水伝播防止堰として「廃棄物処理建屋地下 1 階（RW6RW7-RWBRWC)通路 止水堰」を設置して

いるため，設置建屋に廃棄物処理建屋を追記）7,18ページ 

⑦  
・プラント固有の差異（6号機では，溢水伝播防止堰として「原子炉建屋地上 1階（R5R6-RG）大物搬出入口建屋 止水堰」及び「原

子炉建屋地上１階（R5R6）大物搬出入口建屋 止水堰」を設置しているため，設置建屋に原子炉建屋を追記）8,25ページ 

⑧  

・プラント固有の差異（貫通部止水処置のうち，7号機の止水ダンパ（フラップゲート）については，津波への配慮が必要な施設（浸

水防止設備）として設置したものであるため，静水圧荷重及び基準地震動Ｓｓによる地震力に対して，主要な構造部材が構造健全性

を維持する設計とすることを構造強度上の性能目標としていたが，6号機の止水ダンパ（ジャバッ Shut） については，津波への配慮

が必要な施設（浸水防止設備）として設置したものはなく，溢水への配慮が必要な施設として設置したものであること,及び地震起因

による溢水を防護するために必要な設備でもないため，他の貫通部止水処置と記載を分けた上で，基準地震動Ｓｓによる地震力を除

いた表現に変更）10ページ 

 



 

⑨  
・設計方針の差異 （貫通部止水処置について，耐震要求のない「止水ダンパ」と，耐震要求のある「止水ダンパ以外」で分割した記

載に修正。）14ページ 

⑩  ・記載の適正化（比較対象整合の観点から記載位置の見直しを実施）39～52ページ 

⑪  

・プラント固有の差異（貫通部止水処置のうち，7号機の止水ダンパ（フラップゲート）については，津波への配慮が必要な施設（浸

水防止設備）として設置したものであるため，止水ダンパ（フラップゲート）の漏えい試験については，Ⅴ-1-1-3-2-5「津波防護に

関する施設の設計方針」に記載していたが，6号機の止水ダンパ（ジャバッ Shut） については，津波への配慮が必要な施設（浸水防

止設備）として設置したものはなく，溢水への配慮が必要な施設として設置したものであることから, 止水ダンパ（ジャバッ Shut）

の漏えい試験について，当該説明書に追記）52,54ページ 

⑫  

・記載の適正化（基本設計方針の表現に合わせて記載を適正化。なお， 地下水排水設備 の 共用の記載 については，Ⅵ-1-1-9-1 「溢

水等による損傷防止の基本方針」にて 「 7 号機地下水排水設備（サブドレンピット，集水管及びサブドレン管）（「 7 号機設備， 

6,7 号 機共用」）（原子炉冷却系統施設の設備を浸水防護施設の設備として兼用）（以下「 7 号機地下水排水設備（サブドレンピッ 

ト，集水管及びサブドレン管）」という。）」と 定義している ため ，本資料では共用の表現を省略している。 以下同様。） 

⑬  
・記載の適正化（溢水伝播防止堰の部材同士の接合部や建屋躯体の境界部については，「貫通部止水処置の漏えい試験」とは別に，「溢

水伝播防止堰の漏えい試験」により止水性を確認していることから，表現を変更）18ページ 

⑭  ・記載の適正化（「溢水伝播防止堰の漏えい試験」の内容を追記）24ページ 

⑮  ・記載の適正化（6号機では，「4.1.2(1) 溢水伝播防止堰の漏えい試験」を追記したことから，表現を変更）25,30ページ 

⑯  
・設計進捗による差異（6 号機地下水排水設備については，6 号機設計が進捗したことにより，集水管等の設備について 7号機地下

水排水設備と共用することが確定したため，表現を変更）56ページ 

⑰  ・記載の適正化（図中の配色を修正。）56ページ 

⑱  
・記載の適正化（先行プラントの記載内容を踏まえて，復水器水室出入口弁が閉止時に弁駆動用電源を喪失しても閉止状態を維持す

る設計とする旨を追記）65,70ページ 

⑲  ・設備設計の差異（同一設計の先行プラントを踏襲した記載に変更）72～76ページ 
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1 
本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

青字：柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機と柏崎刈羽原子力発電所第 7 号機との差異 

緑字：柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機と島根原子力発電所第 2 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

   

 

1. 概要 

 本資料は，Ⅴ-1-1-9-1 「溢水等による損傷防止の

基本方針」に基づき，溢水防護に関する施設（処置含

む）の設備分類，要求機能及び性能目標を明確にし，

各設備の機能設計に関する設計方針について説明する

ものである。 

1. 概要  

本資料は，Ⅵ-1-1-9-1 「溢水等による損傷防止の

基本方針」に基づき，溢水防護に関する施設（処置含

む）の設備分類，要求機能及び性能目標を明確にし，

各設備の機能設計に関する設計方針について説明する

ものである。 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（島根2号機は「添付書類Ⅵ-1-1-9･･･」，6号機は「Ⅵ

-1-1-9･･･」と記載している。以下同様。） 

   

 

2. 設計の基本方針 

 発電用原子炉施設内における溢水の発生により，Ⅴ-

1-1-9-2「防護すべき設備の設定」にて設定している防

護すべき設備が要求される機能を損なうおそれがない

ようにするため，あるいは，放射性物質を含む液体が

管理区域外へ伝播するおそれがないようにするため，

溢水防護に関する施設を設置する。 

2. 設計の基本方針 

発電用原子炉施設内における溢水の発生により，Ⅵ

-1-1-9-2「防護すべき設備の設定」にて設定している

防護すべき設備が要求される機能を損なうおそれがな

いようにするため，あるいは，放射性物質を含む液体

が管理区域外へ伝播するおそれがないようにするた

め，溢水防護に関する施設を設置する。 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

 

 溢水防護に関する施設は，Ⅴ-1-1-9-2「防護すべき

設備の設定」で設定している溢水防護区画，Ⅴ-1-1-9-

3「溢水評価条件の設定」で設定している溢水源，溢水

量及び溢水経路，Ⅴ-1-1-9-4「溢水影響に関する評

価」にて評価している溢水水位による静水圧，蒸気噴

出荷重又は基準地震動Ｓｓによる地震力に対し，その

機能を維持又は保持できる設計とする。 

溢水防護に関する施設は，Ⅵ-1-1-9-2「防護すべき

設備の設定」で設定している溢水防護区画，Ⅵ-1-1-

9-3「溢水評価条件の設定」で設定している溢水源，

溢水量及び溢水経路，Ⅵ-1-1-9-4「溢水影響に関する

評価」にて評価している溢水水位による静水圧，蒸気

噴出荷重又は基準地震動Ｓｓによる地震力に対し，そ

の機能を維持又は保持できる設計とする。 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

 

 

【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（島根 2号機は「被水防護カバー」を設置しているの

に対し，6号機では「蒸気防護カバー」を設置してい

るため，考慮する荷重が異なる。） 

 

 溢水防護に関する施設の設計にあたっては，Ⅴ-1-1-

9-1「溢水等による損傷防止の基本方針」にて設定して

いる，溢水防護対策を実施する目的や設備の分類を踏

まえて設備ごとの要求機能を整理するとともに，機能

設計上の性能目標及び構造強度設計上の性能目標を設

定する。 

溢水防護に関する施設の設計にあたっては，Ⅵ-1-

1-9-1「溢水等による損傷防止の基本方針」にて設定

している，溢水防護対策を実施する目的や設備の分類

を踏まえて設備ごとの要求機能を整理するとともに，

機能設計上の性能目標及び構造強度設計上の性能目標

を設定する。 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（6 号機は 7号機と横並びを図った記載としている。） 

 

 浸水防護施設の機能設計上の性能目標を達成するた

め，設備ごとの各機能の設計方針を示す。 

浸水防護施設の機能設計上の性能目標を達成するた

め，設備ごとの各機能の設計方針を示す。 

・差異なし 

 

 

 溢水防護に関する施設の設計フローを第 2－1図に示

す。 

溢水防護に関する施設の設計フローを図 2－1に示

す。 

・表現上の差異 



 

2 
本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

青字：柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機と柏崎刈羽原子力発電所第 7 号機との差異 

緑字：柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機と島根原子力発電所第 2 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

 

 溢水水位による荷重に対し，強度が要求される溢水

防護に関する施設の強度計算の基本方針，強度計算の

方法及び結果を，Ⅴ-3-別添 3「津波又は溢水への配慮

が必要な施設の強度に関する説明書」に示す。 

溢水水位による荷重に対し，強度が要求される溢水

防護に関する施設の強度計算の基本方針，強度計算の

方法及び結果を，Ⅵ-3-別添 3「津波又は溢水への配慮

が必要な施設の強度に関する説明書」に示す。 

また，6号機地下水排水設備のうち排水配管の強度計

算の方法及び結果を，Ⅵ-3-3-7-3「浸水防護施設の強

度に関する説明書」に示す。 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

 

 

・記載の適正化 

（浸水防護施設のうち，6号機地下水排水設備のうち

排水配管の強度内容を追記） 

 

 基準地震動Ｓｓによる地震力に対し，止水性の維持

を期待する浸水防護施設のうち，工事計画の基本設計

方針に示す浸水防護施設の主要設備リストに記載され

る耐震設計上の重要度分類がＣ－２クラスの機器及び

津波防護に係わる耐震設計上の重要度分類がＳクラス

の施設と共通設計である床ドレンライン浸水防止治具

及び貫通部止水処置の耐震計算については，Ⅴ-2「耐

震性に関する説明書」のうちⅤ-2-1-9「機能維持の基

本方針」に基づき実施し，耐震計算の方法及び結果に

ついては，Ⅴ-2「耐震性に関する説明書」のうちⅤ-2-

10-2「浸水防護施設の耐震性に関する説明書」に示

す。 

基準地震動Ｓｓによる地震力に対し，止水性の維持

を期待する浸水防護施設のうち，工事計画の基本設計

方針に示す浸水防護施設の主要設備リストに記載され

る耐震設計上の重要度分類がＣ－２クラスの機器及び

津波防護に係わる耐震設計上の重要度分類がＳクラス

の施設と共通設計である床ドレンライン浸水防止治具

及び貫通部止水処置の耐震計算については，Ⅵ-2「耐

震性に関する説明書」のうちⅥ-2-1-9「機能維持の基

本方針」に基づき実施し，耐震計算の方法及び結果に

ついては，Ⅵ-2「耐震性に関する説明書」のうちⅥ-

2-10-2「浸水防護施設の耐震性に関する説明書」に示

す。 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

 

 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（島根 2号機は「床ドレン逆止弁」，6号機は「床ドレ

ンライン浸水防止治具」と記載している。以下同様。） 

（6 号機は「循環水系隔離システム」及び「タービン

補機冷却海水系隔離システム」の耐震性についての計

算書を「Ⅵ-2-別添 2 溢水防護に係る施設の耐震性に

関する説明書」に記載しているため，表現が異な

る。） 

 

 基準地震動Ｓｓによる地震力に対し，溢水伝播を防

止する機能を維持するために必要な耐震Ｃクラスの 7

号機地下水排水設備の耐震計算，循環水系隔離システ

ム及びタービン補機冷却海水系隔離システムについて

は，Ⅴ-2-別添 2-1「溢水防護に係る施設の耐震計算書

の方針」に基づき実施し，耐震計算の方法及び結果に

ついては，それぞれⅤ-2-2-別添 1「7号機地下水排水

設備の耐震性についての計算書」，Ⅴ-2-別添 2-4「循

環水系隔離システムの耐震計算書」，Ⅴ-2-別添 2-5

「復水器水室出入口弁の耐震性についての計算書」，Ⅴ

-2-別添 2-6「タービン補機冷却海水系隔離システムの

耐震計算書」及びⅤ-2-別添 2-7「タービン補機冷却海

水ポンプ吐出弁の耐震性についての計算書」に示す。

また，排水配管については，Ⅴ-2-別添 2-2「溢水源と

基準地震動Ｓｓによる地震力に対し，溢水伝播を防

止する機能を維持するために必要な耐震Ｃクラスの 6

号機地下水排水設備及び 7号機地下水排水設備（サブ

ドレンピット，集水管及びサブドレン管）の耐震計算

については，Ⅵ-2-2-別添 1-1「地下水排水設備に係る

施設の耐震計算書の方針」に基づき実施し，耐震計算

の方法及び結果については，Ⅵ-2-2-別添 1「6号機地

下水排水設備の耐震性についての計算書」に示す。ま

た，循環水系隔離システム及びタービン補機冷却海水

系隔離システムについては，Ⅵ-2-別添 2-1「溢水防護

に係る施設の耐震計算書の方針」に基づき実施し，耐

震計算の方法及び結果については，それぞれⅥ-2-別

添 2-4「循環水系隔離システムの耐震計算書」，Ⅵ-2-

別添 2-5「復水器水室出入口弁の耐震性についての計

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

・記載の適正化 

（浸水防護施設のうち，6号機地下水排水設備及び 7

号機地下水排水設備（サブドレンピット，集水管及び

サブドレン管）の耐震内容を追記） 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（島根 2号機は「Ｃクラス機器」，6号機は「耐震Ｃクラ

ス機器」と記載している。以下同様。） 

（6 号機は，7号機の表現に合わせて，各耐震計算書の

名称を記載しており，島根 2号機と表現が異なる。） 

（6 号機は 7号機と横並びを図った記載としている。） 
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しない耐震 B,Cクラス機器の耐震計算書」に示す。 算書」，Ⅵ-2-別添 2-6「タービン補機冷却海水系隔離

システムの耐震計算書」及びⅥ-2-別添 2-7「タービン

補機冷却海水ポンプ吐出弁の耐震性についての計算

書」に示す。また，排水配管については，Ⅵ-2-別添

2-2「溢水源としない耐震 B,Cクラス機器の耐震計算

書」に示す。 

 

  

 

 

 

 

第 2－1図 浸水防護施設の設計フロー 
 

図 2－1 浸水防護施設の設計フロー 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

・記載の適正化 

（浸水防護施設のうち，6号機地下水排水設備のうち

排水配管の強度内容を追記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

3. 要求機能及び性能目標 

 発生を想定する溢水の影響により，防護すべき設備

が要求される機能を損なうおそれがないこと，放射性

物質を含む液体が管理区域外へ伝播しないために設置

する溢水防護に関する施設を，Ⅴ-1-1-9-1「溢水等に

よる損傷防止の基本方針」にて，設置目的別に溢水の

伝播を防止する設備及び蒸気影響を緩和する設備とし

て分類する。これらを踏まえ，設備ごとに要求機能を

整理するとともに，機能設計上の性能目標と構造強度

設計上の性能目標を設定する。 

3. 要求機能及び性能目標 

発生を想定する溢水の影響により，防護すべき設備

が要求される機能を損なうおそれがないこと，放射性

物質を含む液体が管理区域外へ伝播しないために設置

する溢水防護に関する施設を，Ⅵ-1-1-9-1「溢水等に

よる損傷防止の基本方針」にて，設置目的別に溢水伝

播を防止する設備，蒸気影響を緩和する設備及び排水

を期待する設備として分類する。これらを踏まえ，設

備ごとに要求機能を整理するとともに，機能設計上の

性能目標と構造強度設計上の性能目標を設定する。 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

・記載の適正化 

（「及び排水を期待する設備」を追記。） 

 

【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（島根 2号機は，被水影響を防止する設備として「被

水防護カバー」を設置しているのに対し， 6 号機では

蒸気影響を緩和する設備として「蒸気防護カバー」を

設置している。） 

 

 各設備が要求機能を達成するために必要となる機能

設計，耐震設計及び強度設計の区分を第 3－1表に示

す。 

各設備が要求機能を達成するために必要となる機能

設計，耐震設計及び強度設計の区分を表 3－1に示

す。 

 

・表現上の差異 
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 耐震及び強度以外の機能である，溢水伝播の防止及

び蒸気影響の緩和の機能設計については，「4.機能設

計」に示し，耐震設計及び強度設計については，Ⅴ-2

「耐震性に関する説明書」及びⅤ-3-別添 3「津波又は

溢水への配慮が必要な施設の強度に関する説明書」に

示す。 

耐震及び強度以外の機能である，溢水伝播を防止す

る設備，蒸気影響を緩和する設備及び排水を期待する

設備の機能設計については，「4. 機能設計」に示し，

耐震設計及び強度設計については，Ⅵ-2「耐震性に関す

る説明書」，Ⅵ-3-別添 3「津波又は溢水への配慮が必要

な施設の強度に関する説明書」及びⅥ-3-3-7-3「浸水防

護施設の強度に関する説明書」に示す。 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

 

・記載の適正化 

（浸水防護施設のうち，6号機地下水排水設備の強度

内容を追記） 

（「3.1 溢水伝播を防止する設備」との整合を踏まえ

て「溢水伝搬の防止」を「溢水伝播を防止する設備」

に変更。） 

（「3.2 蒸気影響を緩和する設備」との整合を踏まえ

て「蒸気影響の緩和」を「蒸気影響を緩和する設備」

に変更。） 

（「3.3 排水を期待する設備」との整合を踏まえて

「排水を期待する設備」を追加。） 

 

【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（島根 2号機は，被水影響を防止する設備として「被

水防護カバー」を設置しているのに対し， 6 号機では

蒸気影響を緩和する設備として「蒸気防護カバー」を

設置している。） 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（6 号機は 7号機と横並びを図った記載としている。） 
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3.1 溢水伝播を防止する設備 

3.1.1 設備 

(1) 水密扉 

(2) 溢水伝播防止堰 

(3) 管理区域外伝播防止堰（放射性廃棄物の廃棄施設

と一部兼用） 

(4) 水密扉付止水堰 

 

 

 

(5) 床ドレンライン浸水防止治具 

(6) 貫通部止水処置 

(7) 7号機地下水排水設備 

 

 

(8) 循環水系隔離システム 

(9) タービン補機冷却海水系隔離システム 

3.1 溢水伝播を防止する設備 

3.1.1 設備 

(1) 水密扉 

(2) 溢水伝播防止堰 

(3) 管理区域外伝播防止堰（放射性廃棄物の廃棄施

設と一部兼用） 

(4) 水密扉付止水堰 

 

 

 

(5) 床ドレンライン浸水防止治具 

(6) 貫通部止水処置 

(7) 6号機地下水排水設備及び 7号機地下水排水設備

（サブドレンピット，集水管及びサブドレン管） 

 

(8) 循環水系隔離システム 

(9) タービン補機冷却海水系隔離システム 

・表現上の差異 

（設備名称の差異） 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（島根 2号機は「溢水用水密扉」，6号機は「水密

扉」と記載している。以下同様。） 

（島根 2号機は「溢水用堰」，6号機は「溢水伝播防

止堰」と記載している。以下同様。） 

（島根 2号機は「管理区域堰」，6号機は「管理区域

外伝播防止堰（放射性廃棄物の廃棄施設と一部兼

用）」と記載している。以下同様。） 

（島根 2号機は「床ドレン逆止弁」，6号機は「床ド

レンライン浸水防止治具」と記載している。以下同

様。） 

（島根 2号機は「地下水位低下設備」，6号機は「地

下水排水設備」と記載している。以下同様。） 

 

【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（6 号機は「溢水用防水板，溢水用防水壁，管理区域水

密扉，管理区域防水板，大型タンク隔離システム，燃料

プール冷却系弁閉止システム」を設置していない。） 

（島根 2号機は「水密扉付止水堰」を設置していない。） 

 

【島根との差異】 

・設計方針の差異 

（島根 2 号機では，「タービン補機冷却海水系隔離シス

テム」を耐津波設計に係る工認審査ガイド上の浸水防止

設備と整理しているため，本資料に記載していない。） 
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3.1.2 要求機能 

 溢水防護に関する施設は，発生を想定する溢水に対

し，防護すべき設備が要求される機能を損なうおそれ

がないよう溢水の伝播を防止すること，地下水を処理

して溢水として伝播することを防止すること及び放射

性物質を含む液体を内包する容器，配管その他設備か

らあふれ出ることを想定する溢水が管理区域外へ伝播

することを防止することが要求される。 

3.1.2 要求機能 

溢水防護に関する施設は，発生を想定する溢水に対

し，防護すべき設備が要求される機能を損なうおそれ

がないよう溢水の伝播を防止すること，地下水を処理

して溢水として伝播することを防止すること及び放射

性物質を含む液体を内包する容器，配管その他設備か

らあふれ出ることを想定する溢水が管理区域外へ伝播

することを防止することが要求される。 

・差異なし 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（6 号機は 7号機と横並びを図った記載としている。） 

 

 

 溢水伝播を防止する設備のうち，地震起因による溢

水伝播を防止する設備は，地震時及び地震後において

も，上記機能を維持又は保持することが要求される。 

溢水伝播を防止する設備のうち，地震起因による溢

水伝播を防止する設備は，地震時及び地震後において

も，上記機能を維持又は保持することが要求される。 

 

 

   

 

3.1.3 性能目標 

 溢水伝播を防止する機能は，水密扉，溢水伝播防止

堰，水密扉付止水堰，床ドレンライン浸水防止治具，

貫通部止水処置，循環水系隔離システム及びタービン

補機冷却海水系隔離システムに対して期待する。 

3.1.3 性能目標 

溢水伝播を防止する機能は，水密扉，溢水伝播防止

堰，水密扉付止水堰，床ドレンライン浸水防止治具，

貫通部止水処置，循環水系隔離システム及びタービン

補機冷却海水系隔離システムに対して期待する。 

・差異なし 

 

 

 

 地下水を処理して溢水として伝播することを防止す

る機能は，7号機地下水排水設備に対して期待する。 

地下水を処理して溢水として伝播することを防止す

る機能は，6号機地下水排水設備及び 7号機地下水排

水設備（サブドレンピット，集水管及びサブドレン

管）に対して期待する。 

 

 

・表現上の差異 

（設備名称の差異） 

・記載の適正化 

（6 号機地下水排水設備については，6号機設計が進捗

したことにより 7号機地下水排水設備の一部を共用設

備とすることが確定したため，その旨を追記。） 

 

 放射性物質を含む液体を内包する容器，配管その他

設備からあふれ出ることを想定する溢水が管理区域外

へ伝播することを防止する機能は，管理区域外伝播防

止堰に対して期待する。 

放射性物質を含む液体を内包する容器，配管その他

設備からあふれ出ることを想定する溢水が管理区域外

へ伝播することを防止する機能は，管理区域外伝播防

止堰に対して期待する。 

・差異なし 

 

【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（島根 2号機は管理区域外伝搬防止として「管理区域

水密扉，堰及び防水板」に期待しているのに対し，6

号機は「管理区域外伝播防止堰」のみに期待した設計

としている。） 

 

 上記要求を踏まえ，溢水防護に関する施設として期

待する各設備の性能目標を以下に示す。 

上記要求を踏まえ，溢水防護に関する施設として期

待する各設備の性能目標を以下に示す。 

・差異なし 
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(1) 水密扉 

 水密扉は，原子炉建屋，タービン建屋，コントロー

ル建屋，廃棄物処理建屋及び建屋外で発生を想定する

溢水に対し，要求される地震時及び地震後において

も，溢水防護区画への溢水伝播防止に必要な高さを上

回る高さまで止水性を維持することを機能設計上の性

能目標とする。 

(1) 水密扉 

水密扉は，原子炉建屋，タービン建屋，コントロー

ル建屋，廃棄物処理建屋及び建屋外で発生を想定する

溢水に対し，要求される地震時及び地震後において

も，溢水防護区画への溢水伝播防止に必要な高さを上

回る高さまで止水性を維持することを機能設計上の性

能目標とする。 

・差異なし 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（島根 2号機は「建物」，6号機は「建屋」と記載して

いる。以下同様。） 

（島根 2号機は「制御室建物」，6号機は「コントロ

ール建屋」と記載している。以下同様。 

 

 水密扉は，発生を想定する溢水による静水圧荷重及

び要求される地震動による地震力に対し，主要な構造

部材が構造健全性を維持する設計とすることを構造強

度設計上の性能目標とする。 

水密扉は，発生を想定する溢水による静水圧荷重及

び要求される地震動による地震力に対し，主要な構造

部材が構造健全性を維持する設計とすることを構造強

度設計上の性能目標とする。 

 

・差異なし 

   

  

(2) 溢水伝播防止堰 

 溢水伝播防止堰は，原子炉建屋，タービン建屋及び

コントロール建屋で発生を想定する溢水に対し，要求

される地震時及び地震後においても，溢水防護区画へ

の溢水伝播防止に必要な高さを上回る高さまで止水性

を維持することを機能設計上の性能目標とする。 

(2) 溢水伝播防止堰 

溢水伝播防止堰は，原子炉建屋，タービン建屋，コ

ントロール建屋及び廃棄物処理建屋で発生を想定する

溢水に対し，要求される地震時及び地震後において

も，溢水防護区画への溢水伝播防止に必要な高さを上

回る高さまで止水性を維持することを機能設計上の性

能目標とする。 

・プラント固有の差異 

（6 号機では，溢水伝播防止堰として「廃棄物処理建

屋地下 1階（RW6RW7-RWBRWC)通路 止水堰」を設置し

ているため，設置建屋に廃棄物処理建屋を追記） 

 

 

 

 溢水伝播防止堰は，発生を想定する溢水による静水

圧荷重及び要求される地震動による地震力に対し，主

要な構造部材が構造健全性を維持する設計とすること

を構造強度設計上の性能目標とする。 

溢水伝播防止堰は，発生を想定する溢水による静水

圧荷重及び要求される地震動による地震力に対し，主

要な構造部材が構造健全性を維持する設計とすること

を構造強度設計上の性能目標とする 

 

・差異なし 

   

  

  【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（6 号機は「溢水用防水板」を設置していない。） 
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  【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（6 号機は「溢水用防水壁」を設置していない。） 

 

 

 

   

   

 

  

(3) 管理区域外伝播防止堰（放射性廃棄物の廃棄施設

と一部兼用） 

 管理区域外伝播防止堰は，タービン建屋及び廃棄物

処理建屋で発生を想定する溢水に対し，要求される地

震時及び地震後においても，管理区域外への溢水伝播

防止に必要な高さを上回る高さまでの止水性を維持す

ることを機能設計上の性能目標とする。 

(3) 管理区域外伝播防止堰（放射性廃棄物の廃棄施

設と一部兼用） 

管理区域外伝播防止堰は，原子炉建屋，タービン建

屋及び廃棄物処理建屋で発生を想定する溢水に対し，

要求される地震時及び地震後においても，管理区域外

への溢水伝播防止に必要な高さを上回る高さまでの止

水性を維持することを機能設計上の性能目標とする。 

・プラント固有の差異 

（6 号機では，溢水伝播防止堰として「原子炉建屋地

上 1階（R5R6-RG）大物搬出入口建屋 止水堰」及び

「原子炉建屋地上１階（R5R6）大物搬出入口建屋 止

水堰」を設置しているため，設置建屋に原子炉建屋を

追記） 

 

【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（島根 2号機は管理区域外伝搬防止として「管理区域

水密扉，堰及び防水板」に期待しているのに対し，6

号機は「管理区域外伝播防止堰」のみに期待した設計

としている。） 

 

 管理区域外伝播防止堰は，発生を想定する溢水によ

る静水圧荷重及び要求される地震動による地震力に対

し，主要な構造部材が構造健全性を維持する設計とす

ることを構造強度設計上の性能目標とする。 

管理区域外伝播防止堰は，発生を想定する溢水によ

る静水圧荷重及び要求される地震動による地震力に対

し，主要な構造部材が構造健全性を維持する設計とす

ることを構造強度設計上の性能目標とする。 

 (4) 水密扉付止水堰 

 水密扉付止水堰は，原子炉建屋及びタービン建屋で

発生を想定する溢水に対し，要求される地震時及び地

震後においても，溢水防護区画への溢水伝播防止に必

要な高さを上回る高さまでの止水性を維持することを

機能設計上の性能目標とする。 

(4) 水密扉付止水堰 

水密扉付止水堰は，原子炉建屋及びタービン建屋で

発生を想定する溢水に対し，要求される地震時及び地

震後においても，溢水防護区画への溢水伝播防止に必

要な高さを上回る高さまでの止水性を維持することを

機能設計上の性能目標とする。 

・差異なし 

 

【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（島根 2号機は「水密扉付止水堰」を設置していない。） 

 

  水密扉付止水堰は，発生を想定する溢水による静水

圧荷重及び基準地震動Ｓｓによる地震力に対し，止水

性の維持を考慮して，主要な構造部材が構造健全性を

維持する設計とすることを構造強度設計上の性能目標

とする。 

水密扉付止水堰は，発生を想定する溢水による静水

圧荷重及び基準地震動Ｓｓによる地震力に対し，止水

性の維持を考慮して，主要な構造部材が構造健全性を

維持する設計とすることを構造強度設計上の性能目標

とする。 
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(5) 床ドレンライン浸水防止治具 

 床ドレンライン浸水防止治具は，原子炉建屋，ター

ビン建屋，コントロール建屋及び廃棄物処理建屋で発

生を想定する溢水に対し，要求される地震時及び地震

後においても，溢水防護区画内への溢水伝播防止に必

要な高さを上回る高さまでの止水性を維持することを

機能設計上の性能目標とする。 

(5) 床ドレンライン浸水防止治具 

床ドレンライン浸水防止治具は，原子炉建屋，ター

ビン建屋，コントロール建屋及び廃棄物処理建屋で発

生を想定する溢水に対し，要求される地震時及び地震

後においても，溢水防護区画内への溢水伝播防止に必

要な高さを上回る高さまでの止水性を維持することを

機能設計上の性能目標とする。 

・差異なし 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（島根 2号機は「床ドレン逆止弁」，6号機は「床ド

レンライン浸水防止治具」と記載している。以下同

様。） 

 

 床ドレンライン浸水防止治具は，発生を想定する溢

水による静水圧荷重及び基準地震動Ｓｓによる地震力

に対し，止水性の維持を考慮して，主要な構造部材が

構造健全性を維持する設計とすることを構造強度上の

性能目標とする。 

床ドレンライン浸水防止治具は，発生を想定する溢

水による静水圧荷重及び基準地震動Ｓｓによる地震力

に対し，止水性の維持を考慮して，主要な構造部材が

構造健全性を維持する設計とすることを構造強度上の

性能目標とする。 

 

 

   

 

(6) 貫通部止水処置 

 貫通部止水処置は，原子炉建屋，タービン建屋，コ

ントロール建屋，廃棄物処理建屋及び建屋外で発生を

想定する溢水に対し，要求される地震時及び地震後に

おいても，溢水防護区画内への溢水伝播防止に必要な

高さを上回る高さまでの止水性を維持することを機能

設計上の性能目標とする。 

(6) 貫通部止水処置 

貫通部止水処置は，原子炉建屋，タービン建屋，コ

ントロール建屋，廃棄物処理建屋及び建屋外で発生を

想定する溢水に対し，要求される地震時及び地震後に

おいても，溢水防護区画内への溢水伝播防止に必要な

高さを上回る高さまでの止水性を維持することを機能

設計上の性能目標とする。 

・差異なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【島根との差異】 

・表現上の差異 

（6号機は，「管理区域内で発生を想定する溢水」につ

いても，上記の文章で記載している整理としている。） 
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 貫通部止水処置は，発生を想定する溢水による静水

圧荷重及び基準地震動Ｓｓによる地震力に対し，止水

性の維持を考慮して，モルタル及び閉止板による施工

箇所については，主要な構造部材が構造健全性を維持

する設計とすることを構造強度上の性能目標とし，そ

れ以外の施工については，有意な漏えいを生じない設

計とすることを構造強度設計上の性能目標とする。 

貫通部止水処置のうち，止水ダンパについては，発

生を想定する溢水による静水圧荷重に対し，止水性の

維持を考慮して，主要な構造部材が構造健全性を維持

する設計とすることを構造強度上の性能目標とし，地

震時及び地震後において期待するモルタル，鉄板及び

ケーブルトレイ金属ボックスについては，発生を想定

する溢水による静水圧荷重及び基準地震動Ｓｓによる

地震力に対し，止水性の維持を考慮して，主要な構造

部材が構造健全性を維持する設計とすることを構造強

度設計上の性能目標とする。 

なお，それ以外のシール材及びブーツについては，

有意な漏えいを生じない設計とすることを構造強度設

計上の性能目標とする。 

・プラント固有の差異 

（貫通部止水処置のうち，7号機の止水ダンパ（フラ

ップゲート）については，津波への配慮が必要な施設

（浸水防止設備）として設置したものであるため，静

水圧荷重及び基準地震動Ｓｓによる地震力に対して，

主要な構造部材が構造健全性を維持する設計とするこ

とを構造強度上の性能目標としていたが，6号機の止

水ダンパ（ジャバッ Shut）については，津波への配慮

が必要な施設（浸水防止設備）として設置したものは

なく，溢水への配慮が必要な施設として設置したもの

であること,及び地震起因による溢水を防護するために

必要な設備でもないため，他の貫通部止水処置と記載

を分けた上で，基準地震動Ｓｓによる地震力を除いた

表現に変更） 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（島根2号機は静水圧荷重及び地震荷重を分けて記載し

ているが，6号機は静水圧荷重及び地震荷重を合わせて

記載している。） 

 

   

 

(7) 7号機地下水排水設備 

 7号機地下水排水設備は，溢水防護区画を内包する

建屋外で発生を想定する地下水が溢水となり，防護す

べき設備が溢水に対する影響がないよう，地震時及び

地震後においても，サブドレンピットに集水された地

下水を処理し，溢水伝播を防止する機能を保持する。

また，7号機地下水排水設備は，溢水及び地震の影響

を考慮した非常用電源設備にて構成することを機能設

計上の性能目標とする。 

(7) 6号機地下水排水設備及び 7号機地下水排水設備

（サブドレンピット，集水管及びサブドレン管） 

6号機地下水排水設備及び 7号機地下水排水設備

（サブドレンピット，集水管及びサブドレン管）は，

溢水防護区画を内包する建屋外で発生を想定する地下

水が溢水となり，防護すべき設備が溢水に対する影響

がないよう，地震時及び地震後においても，サブドレ

ンピットに集水された地下水を処理し，溢水伝播を防

止する機能を保持する。また，6号機地下水排水設備

のうちサブドレンポンプは，溢水及び地震の影響を考

慮した非常用電源設備にて構成することを機能設計上

の性能目標とする。 

 

 

・表現上の差異 

（設備名称の差異） 

 

・記載の適正化 

（6 号機地下水排水設備については，6号機設計が進捗

したことにより 7号機地下水排水設備の一部を共用設

備とすることが確定したため，その旨を追記。） 
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 7号機地下水排水設備は，基準地震動Ｓｓによる地

震力に対し，地下水の処理機能及び溢水伝播を防止す

る機能の保持を考慮して，主要な構造部材が構造健全

性を保持する設計とすることを構造強度上の性能目標

とする。 

6号機地下水排水設備及び 7号機地下水排水設備

（サブドレンピット，集水管及びサブドレン管）は，

基準地震動Ｓｓによる地震力に対し，地下水の処理機

能及び溢水伝播を防止する機能の保持を考慮して，主

要な構造部材が構造健全性を保持する設計とすること

を構造強度上の性能目標とする。 

・表現上の差異 

（設備名称の差異） 

 

 7号機地下水排水設備は，溢水起因の荷重は発生し

ないため，基準地震動Ｓｓによる地震力に対し，地下

水を処理するための動的機能を維持する設計とするこ

とを構造強度上の性能目標とする。 

6号機地下水排水設備及び 7号機地下水排水設備

（サブドレンピット，集水管及びサブドレン管）は，

溢水起因の荷重は発生しないため，基準地震動Ｓｓに

よる地震力に対し，地下水を処理するための動的機能

を維持する設計とすることを構造強度上の性能目標と

する。 

 

・表現上の差異 

（設備名称の差異） 

   

 

 

  ・設備構成の差異 

（6 号機は「大型タンク隔離システム」を設置していな

い。） 

 

   

 

 

 

  ・設備構成の差異 

（6 号機は「燃料プール冷却系弁閉止システム」を設置

していない。） 
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(8) 循環水系隔離システム 

 循環水系隔離システムは，タービン建屋の復水器を

設置するエリア内で発生を想定する循環水系配管破断

箇所からの溢水に対し，地震時及び地震後において

も，配管破断時の溢水量を低減する機能を維持するこ

とを機能設計上の性能目標とする。また，循環水系隔

離システムは，基準地震動Ｓｓによる地震力に対し，

主要な構成設備が構造健全性を維持する設計とするこ

とを構造強度設計上の性能目標とする。 

(8) 循環水系隔離システム 

循環水系隔離システムは，タービン建屋の復水器を

設置するエリア内で発生を想定する循環水系配管破断

箇所からの溢水に対し，地震時及び地震後において

も，配管破断時の溢水量を低減する機能を維持するこ

とを機能設計上の性能目標とする。また，循環水系隔

離システムは，基準地震動Ｓｓによる地震力に対し，

主要な構成設備が構造健全性を維持する設計とするこ

とを構造強度設計上の性能目標とする。 

 

・差異なし 

 (9) タービン補機冷却海水系隔離システム 

 タービン補機冷却海水系隔離システムは，タービン

建屋内のタービン補機冷却水系熱交換器を設置するエ

リアで発生を想定するタービン補機冷却海水系配管破

断箇所からの溢水に対し，地震時及び地震後において

も，配管破断時の溢水量を低減する機能を維持するこ

とを機能設計上の性能目標とする。また，タービン補

機冷却海水系隔離システムは，基準地震動Ｓｓによる

地震力に対し，主要な構成設備が構造健全性を維持す

る設計とすることを構造強度設計上の性能目標とす

る。 

(9) タービン補機冷却海水系隔離システム 

タービン補機冷却海水系隔離システムは，タービン

建屋内のタービン補機冷却水系熱交換器を設置するエ

リアで発生を想定するタービン補機冷却海水系配管破

断箇所からの溢水に対し，地震時及び地震後において

も，配管破断時の溢水量を低減する機能を維持するこ

とを機能設計上の性能目標とする。また，タービン補

機冷却海水系隔離システムは，基準地震動Ｓｓによる

地震力に対し，主要な構成設備が構造健全性を維持す

る設計とすることを構造強度設計上の性能目標とす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・差異なし 

 

【島根との差異】 

・設計方針の差異 

（島根 2 号機では，「タービン補機冷却海水系隔離シス

テム」を耐津波設計に係る工認審査ガイド上の浸水防止

設備と整理しているため，本資料に記載していない。） 
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  ：前回提出時からの変更箇所 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

   

   

   

 

3.2 蒸気影響を緩和する設備 

3.2.1 設備 

(1) 蒸気防護カバー 

3.2 蒸気影響を緩和する設備 

3.2.1 設備 

(1) 蒸気防護カバー 

・差異なし 

   

  

 

 

3.2.2 要求機能 

 溢水防護に関する施設のうち蒸気影響を緩和する設

備は，発生を想定する漏えい蒸気に対し，防護すべき

設備が要求される機能を損なうおそれのないよう，蒸

気影響を緩和することが要求される。 

3.2.2 要求機能 

溢水防護に関する施設のうち蒸気影響を緩和する設

備は，発生を想定する漏えい蒸気に対し，防護すべき

設備が要求される機能を損なうおそれのないよう，蒸

気影響を緩和することが要求される。 

・差異なし 

 

 

 

 

【島根との差異】 

・設備設計の差異 

（6 号機の「蒸気防護カバー」は，想定破損による蒸

気影響から気体廃棄物処理系設備エリア排気放射線モ

ニタ（以下「OGRモニタ」という。）を防護するための

設備として設置しているものであり，基準地震動Ｓｓ

が生じるような地震発生時においては，OGRモニタの

放射性物質放出防止機能は，主蒸気隔離弁が担うた

め，地震起因による蒸気影響において，「蒸気防護カバ

ー」の機能維持は不要と整理している。以下同様） 

 

   

    

 

 

 

 

 

 

 

3.2.3 性能目標 

(1) 蒸気防護カバー 

 蒸気保護カバーは，溢水防護区画内で発生を想定す

る配管破断時の漏えい蒸気に対し，防護すべき設備の

健全性が確認されている環境条件以下に制限する機能

を維持することを機能性能上の性能目標とする。 

3.2.3 性能目標 

(1) 蒸気防護カバー 

蒸気保護カバーは，溢水防護区画内で発生を想定す

る配管破断時の漏えい蒸気に対し，防護すべき設備の

健全性が確認されている環境条件以下に制限する機能

を維持することを機能性能上の性能目標とする。 

・差異なし 
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3.3 排水を期待する設備 

3.3.1 設備 

(1) 床ドレンライン 

3.3 排水を期待する設備 

3.3.1 設備 

(1) 床ドレンライン 

 

・差異なし 

【島根との差異】 

・設計方針の差異 

（島根 2号機は「床ドレンライン」を「排水を期待する

設備」に整理していない。以下同様。） 

 3.3.2 要求機能 

 浸水防護に関する施設のうち排水を期待する設備

は，溢水影響を評価するために想定する機器の破損等

により生じる溢水及び発電所内で生じる異常事態（火

災を含む。）の拡大防止のために設置される系統からの

放水による溢水に対し，防護すべき設備が，要求され

る機能を損なうおそれがないよう，排水することが要

求される。 

3.3.2 要求機能 

浸水防護に関する施設のうち排水を期待する設備

は，溢水影響を評価するために想定する機器の破損等

により生じる溢水及び発電所内で生じる異常事態（火

災を含む。）の拡大防止のために設置される系統から

の放水による溢水に対し，防護すべき設備が，要求さ

れる機能を損なうおそれがないよう，排水することが

要求される。 

 

・差異なし 

 3.3.3 性能目標 

(1) 床ドレンライン 

 床ドレンラインは，溢水防護区画内で溢水影響を評

価するために想定する機器の破損等により生じる溢水

及び発電所内で生じる異常事態（火災を含む。）の拡大

防止のために設置される系統からの放水による溢水に

対し，溢水量以上の排水機能を維持することを機能設

計上の性能目標とする。 

3.3.3 性能目標 

(1) 床ドレンライン 

床ドレンラインは，溢水防護区画内で溢水影響を評

価するために想定する機器の破損等により生じる溢水

及び発電所内で生じる異常事態（火災を含む。）の拡

大防止のために設置される系統からの放水による溢水

に対し，溢水量以上の排水機能を維持することを機能

設計上の性能目標とする。 

・差異なし 

 第 3-1表 浸水防護施設リスト 

 

表 3-1 浸水防護施設リスト 

 

・表現上の差異 

（設備名称の差異） 

 

・設計方針の差異 

（貫通部止水処置について，耐震要求のない「止水ダ

ンパ」と，耐震要求のある「止水ダンパ以外」で分割

した記載に修正。） 

 

・記載の適正化 

（6 号機地下水排水設備については，6号機設計が進捗

したことにより 7号機地下水排水設備の一部を共用設

備とすることが確定したため，その旨を追記。） 
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    【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（6 号機は「通水扉」を設置していない。以下同様。） 
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4. 機能設計 

 Ⅴ-1-1-9-4「溢水影響に関する評価」にて評価され

る溢水影響に対し，「3. 要求機能及び性能目標」で設

定している溢水伝播を防止する設備及び蒸気影響を防

止する設備の機能設計上の方針を定める。 

4. 機能設計 

Ⅵ-1-1-9-4「溢水影響に関する評価」にて評価され

る溢水影響に対し，「3. 要求機能及び性能目標」で

設定している溢水伝播を防止する設備，蒸気影響を緩

和する設備及び排水を期待する設備の機能設計上の方

針を定める。 

・表現上の差異 

 

・記載の適正化 

（「3.2 蒸気影響を緩和する設備」との整合を踏まえ

て「蒸気影響を防止する設備」を「蒸気影響を緩和す

る設備」に変更。） 

（「3.3 排水を期待する設備」との整合を踏まえて

「排水を期待する設備」を追加。） 

 

【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（島根 2号機は，被水影響を防止する設備として「被

水防護カバー」を設置しているのに対し， 6 号機では

蒸気影響を緩和する設備として「蒸気防護カバー」を

設置している。） 

 

   

   

 

 

 

4.1 溢水伝播を防止する設備 

4.1.1 水密扉の設計方針 

 水密扉は，「3. 要求機能及び性能目標」の「3.1.3 

性能目標」で設定している機能設計上の性能目標を達

成するために，以下の設計方針としている。 

4.1 溢水伝播を防止する設備 

4.1.1 水密扉の設計方針 

水密扉は，「3. 要求機能及び性能目標」の「3.1.3 

性能目標」で設定している機能設計上の性能目標を達

成するために，以下の設計方針としている。 

・差異なし 

 

 水密扉は，原子炉建屋，タービン建屋，コントロー

ル建屋，廃棄物処理建屋及び建屋外で発生を想定する

溢水に対し，要求される地震時及び地震後において

も，溢水伝播防止に必要な高さを上回る高さまでの止

水性を維持するために，溢水経路となる開口部に設置

する。 

水密扉は，原子炉建屋，タービン建屋，コントロー

ル建屋，廃棄物処理建屋及び建屋外で発生を想定する

溢水に対し，要求される地震時及び地震後において

も，溢水伝播防止に必要な高さを上回る高さまでの止

水性を維持するために，溢水経路となる開口部に設置

する。 

・差異なし 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（6 号機は 7号機と横並びを図った記載としている。） 

 

 

 

 

 

 水密扉は発生を想定する溢水に対し，パッキンの密

着性により止水性を維持することとし，「(1) 水密扉

の漏えい試験」により止水性を確認した水密扉を設置

し，扉と周囲の部材が密着する設計とする。 

水密扉は発生を想定する溢水に対し，パッキンの密

着性により止水性を維持することとし，「(1) 水密扉

の漏えい試験」により止水性を確認した水密扉を設置

し，扉と周囲の部材が密着する設計とする。 

・差異なし 
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(1) 水密扉の漏えい試験 

a. 試験条件 

 漏えい試験は，実機を模擬した水密扉を試験用水槽

に設置し，評価水位以上の水位を想定した水頭圧によ

り止水性を確認する。 

(1) 水密扉の漏えい試験 

a. 試験条件 

漏えい試験は，実機を模擬した水密扉を試験用水槽

に設置し，評価水位以上の水位を想定した水頭圧によ

り止水性を確認する。 

・差異なし 

 

 漏えい試験の対象とする水密扉は，扉面積等の設備

仕様や水頭圧等の設備仕様を踏まえ，試験条件が包絡

される場合は代表の水密扉により実施する。 

漏えい試験の対象とする水密扉は，扉面積等の設備

仕様や水頭圧等の設備仕様を踏まえ，試験条件が包絡

される場合は代表の水密扉により実施する。 

・差異なし 

 

 評価に当たっては，1時間当たりの漏えい量を求

め，防護すべき設備への影響を確認する。 

評価に当たっては，1時間当たりの漏えい量を求

め，防護すべき設備への影響を確認する。 

・差異なし 

 第 4－1図に水密扉の漏えい試験概要図を示す。 図 4－1に水密扉の漏えい試験概要図を示す。 ・表現上の差異 

 

 

  

 

第 4－1 図 水密扉の漏えい試験概要図 

 

図 4－1 水密扉の漏えい試験概要図 

 

 

・表現上の差異 

   

 

 

 

 

b. 試験結果 

 試験の結果，設定している許容漏えい量以下である

ことを確認した。 

b. 試験結果 

試験の結果，設定している許容漏えい量以下である

ことを確認した。 

・表現上の差異 
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4.1.2 溢水伝播防止堰の設計方針 

 溢水伝播防止堰は，「3. 要求機能及び性能目標」の

「3.1.3 性能目標」で設定している機能設計上の性能

目標を達成するために，以下の設計方針としている。 

4.1.2 溢水伝播防止堰の設計方針 

溢水伝播防止堰は，「3. 要求機能及び性能目標」

の「3.1.3 性能目標」で設定している機能設計上の

性能目標を達成するために，以下の設計方針としてい

る。 

・差異なし 

 

 

 溢水伝播防止堰は，鋼製又は鉄筋コンクリートにて

構成され，原子炉建屋，タービン建屋及びコントロー

ル建屋内で発生を想定する溢水に対し，要求される地

震時及び地震後においても，溢水伝播防止に必要な高

さを上回る高さまでの止水性を維持するために，溢水

経路となる開口部に設置する。 

溢水伝播防止堰は，鋼製又は鉄筋コンクリートにて

構成され，原子炉建屋，タービン建屋，コントロール

建屋及び廃棄物処理建屋内で発生を想定する溢水に対

し，要求される地震時及び地震後においても，溢水伝

播防止に必要な高さを上回る高さまでの止水性を維持

するために，溢水経路となる開口部に設置する。 

 

 

・プラント固有の差異 

（6 号機では，溢水伝播防止堰として「廃棄物処理建

屋地下 1階（RW6RW7-RWBRWC)通路 止水堰」を設置し

ているため，設置建屋に廃棄物処理建屋を追記） 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（6 号機は 7号機と横並びを図った記載としている。

以下同様。） 

 

 

 鋼製の溢水伝播防止堰は，部材同士の接合面をゴム

パッキン又はシール材により止水処置を実施する設計

とし，鋼製の堰を構成する部材と建屋躯体の境界部

は，「4.1.6 (1) 貫通部止水処置の漏えい試験」によ

り止水性を確認したシール材による止水処置により止

水性を確認した施工方法（コーキングタイプ）により

止水処置を実施する設計とする。 

鋼製の溢水伝播防止堰は，部材同士の接合部や建屋

躯体の境界部をゴムパッキン又はシール材により止水

処置を実施する設計とし，「(1) 溢水伝播防止堰の漏

えい試験」により止水性を確認した施工方法により止

水処置を実施する設計とする。 

・記載の適正化 

（溢水伝播防止堰の部材同士の接合部や建屋躯体の境

界部については，「貫通部止水処置の漏えい試験」と

は別に，「溢水伝播防止堰の漏えい試験」により止水

性を確認していることから，表現を変更） 

 

  溢水伝播防止堰の概要図を第 4－2図に示す。溢水水

位及び堰高さを第 4－1表に示す。 

溢水伝播防止堰の概要図を図 4－2から図 4－5に示

す。溢水水位及び堰高さを表 4－1に示す。 

・表現上の差異 

 

  

 

 

第 4－2図 溢水伝播防止堰の概略図 

 

図 4－2 溢水伝播防止堰（Ｌ型鋼製堰）の概略構造図 

・記載の適正化 

（止水堰の耐震・強度計算書に記載している概略図と

横並びを実施） 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（6 号機は 4種類の止水堰（Ｌ型鋼製堰，鋼製落し込

み型堰，鉄筋コンクリート製堰，鋼板組合せ堰）を設

置しており，それぞれの概略構造図を示している。以

下同様。） 



 

19 
本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

青字：柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機と柏崎刈羽原子力発電所第 7 号機との差異 

緑字：柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機と島根原子力発電所第 2 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

 

 

 

 

図 4－3 管理区域外伝播防止堰（鋼製落し込み型堰）

の概略構造図 

・記載の適正化 

（止水堰の耐震・強度計算書に記載している概略図と

横並びを実施） 

 

  

 

図 4－4 溢水伝播防止堰（鉄筋コンクリート製堰）の

概略構造図 

・記載の適正化 

（止水堰の耐震・強度計算書に記載している概略図と

横並びを実施） 

 

  

 

図 4－5 溢水伝播防止堰（鋼板組合せ堰）の概略構造

図 

 

・記載の適正化 

（止水堰の耐震・強度計算書に記載している概略図と

横並びを実施） 
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緑字：柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機と島根原子力発電所第 2 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

 第 4－1表 溢水伝播区画の溢水水位及び溢水伝播防止

堰の高さ 

 

 

表 4－1 溢水伝播区画の溢水水位及び溢水伝播防止堰

の高さ(1/10) 

 

・プラント固有条件の差異 

（溢水評価結果の違いによる防護対策設備の差異） 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（6 号機は 7号機と横並びを図った記載としている。

以下同様。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4－1表 溢水伝播区画の溢水水位及び溢水伝播防止

堰の高さ 

 

表 4－1 溢水伝播区画の溢水水位及び溢水伝播防止堰

の高さ(2/10) 

 

・プラント固有条件の差異 

（溢水評価結果の違いによる防護対策設備の差異） 

 第 4－1表 溢水伝播区画の溢水水位及び溢水伝播防止

堰の高さ 

 

表 4－1 溢水伝播区画の溢水水位及び溢水伝播防止堰

の高さ(3/10) 

 

・プラント固有条件の差異 

（溢水評価結果の違いによる防護対策設備の差異） 
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  ：前回提出時からの変更箇所 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

 第 4－1表 溢水伝播区画の溢水水位及び溢水伝播防止

堰の高さ 

 

表 4－1 溢水伝播区画の溢水水位及び溢水伝播防止堰

の高さ(4/10) 

 

・プラント固有条件の差異 

（溢水評価結果の違いによる防護対策設備の差異） 

 第 4－1表 溢水伝播区画の溢水水位及び溢水伝播防止

堰の高さ 

 

表 4－1 溢水伝播区画の溢水水位及び溢水伝播防止堰

の高さ(5/10) 

 

 

・プラント固有条件の差異 

（溢水評価結果の違いによる防護対策設備の差異） 

 第 4－1表 溢水伝播区画の溢水水位及び溢水伝播防止

堰の高さ 

 

表 4－1 溢水伝播区画の溢水水位及び溢水伝播防止堰

の高さ(6/10) 

 

・プラント固有条件の差異 

（溢水評価結果の違いによる防護対策設備の差異） 
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青字：柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機と柏崎刈羽原子力発電所第 7 号機との差異 

緑字：柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機と島根原子力発電所第 2 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

 第 4－1表 溢水伝播区画の溢水水位及び溢水伝播防止

堰の高さ 

 

表 4－1 溢水伝播区画の溢水水位及び溢水伝播防止堰

の高さ(7/10) 

 

・プラント固有条件の差異 

（溢水評価結果の違いによる防護対策設備の差異） 

 第 4－1表 溢水伝播区画の溢水水位及び溢水伝播防止

堰の高さ 

 

 

表 4－1 溢水伝播区画の溢水水位及び溢水伝播防止堰

の高さ(8/10) 

 

・プラント固有条件の差異 

（溢水評価結果の違いによる防護対策設備の差異） 

 第 4－1表 溢水伝播区画の溢水水位及び溢水伝播防止

堰の高さ 

 

 

表 4－1 溢水伝播区画の溢水水位及び溢水伝播防止堰

の高さ(9/10) 

 

・プラント固有条件の差異 

（溢水評価結果の違いによる防護対策設備の差異） 
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 第 4－1表 溢水伝播区画の溢水水位及び溢水伝播防止

堰の高さ 

 

表 4－1 溢水伝播区画の溢水水位及び溢水伝播防止堰

の高さ(10/10) 

 

・プラント固有条件の差異 

（溢水評価結果の違いによる防護対策設備の差異） 

 第 4－1表 溢水伝播区画の溢水水位及び溢水伝播防止

堰の高さ 

 

 ・プラント固有条件の差異 

（溢水評価結果の違いによる防護対策設備の差異） 

 第 4－1表 溢水伝播区画の溢水水位及び溢水伝播防止

堰の高さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・プラント固有条件の差異 

（溢水評価結果の違いによる防護対策設備の差異） 
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島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

   

   

  

  

  

 

 (1) 溢水伝播防止堰の漏えい試験 

a. 試験条件 

漏えい試験は，実機で使用する施工方法の試験体を

使用し，評価水位以上の水頭圧を加えた上で，ゴムパッ

キン及びシール材による止水性を確認する。 

図 4－6に溢水伝播防止堰の漏えい試験の例を示す。 

・記載の適正化 

（「溢水伝播防止堰の漏えい試験」の内容を追記） 

 

【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（6 号機は，止水堰のシール部にゴムパッキンを使用

している設備が存在するため，シール材の漏えい試験

に加えてゴムパッキンの漏えい試験の内容を記載して

いる。以下同様。） 

 

 

  

 

 

図 4－6 溢水伝播防止堰の漏えい試験の例 

・記載の適正化 

（「溢水伝播防止堰の漏えい試験」の内容を追記） 

 

 

      

 

 b. 試験結果 

試験の結果，設定している許容漏えい量以下である

ことを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の適正化 

（「溢水伝播防止堰の漏えい試験」の内容を追記） 
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4.1.3 管理区域外伝播防止堰の設計方針 

 管理区域外伝播防止堰は，「3. 要求機能及び性能目

標」の「3.1.3 性能目標」で設定している機能設計上

の性能目標を達成するために，以下の設計方針として

いる。 

4.1.3 管理区域外伝播防止堰の設計方針 

管理区域外伝播防止堰は，「3. 要求機能及び性能

目標」の「3.1.3 性能目標」で設定している機能設

計上の性能目標を達成するために，以下の設計方針と

している。 

・差異なし 

 

 

 

  

 

 

 

 

管理区域外伝播防止堰は，鋼製又は鉄筋コンクリート

にて構成され，タービン建屋及び廃棄物処理建屋で発

生を想定する溢水に対し，要求される地震時及び地震

後においても，管理区域外への溢水伝播防止に必要な

高さを上回る高さまでの止水性を維持するために，溢

水経路となる開口部に設置する。 

 

 

 

 

 

管理区域外伝播防止堰は，鋼製又は鉄筋コンクリー

トにて構成され，原子炉建屋，タービン建屋及び廃棄

物処理建屋で発生を想定する溢水に対し，要求される

地震時及び地震後においても，管理区域外への溢水伝

播防止に必要な高さを上回る高さまでの止水性を維持

するために，溢水経路となる開口部に設置する。 

【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（6 号機は「管理区域水密扉」を設置していない。） 

 

 

 

・プラント固有の差異 

（6 号機では，溢水伝播防止堰として「原子炉建屋地

上 1階（R5R6-RG）大物搬出入口建屋 止水堰」及び

「原子炉建屋地上１階（R5R6）大物搬出入口建屋 止

水堰」を設置しているため，設置建屋に原子炉建屋を

追記） 

 

  

 

 

 

 鋼製の管理区域外伝播防止堰は，「4.1.2 溢水伝播

防止堰の設計方針」にて示した止水性を確認した施工

方法により止水処置を実施する設計とする。 

 管理区域外伝播防止堰の概略図を第 4－3図に示す。

また，溢水水位及び堰高さを第 4－2表に示す。 

 

鋼製の管理区域外伝播防止堰は，「4.1.2(1) 溢水

伝播防止堰の漏えい試験」にて示した止水性を確認し

た施工方法により止水処置を実施する設計とする。 

溢水水位及び堰高さを表 4－2に示す。 

 

・記載の適正化 

（6 号機では，「4.1.2(1) 溢水伝播防止堰の漏えい

試験」を追記したことから，表現を変更） 

 

 

第 4－3図 管理区域外伝播防止堰の概略図 

 ・記載の適正化 

（管理区域外伝播防止堰の概略図は，「4.1.2 溢水伝

播防止堰の設計方針」で示した溢水伝播防止堰の概略

図と同一であるため，記載を省略） 
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 第 4－2表 溢水伝播区画の溢水水位及び管理区域外伝

播防止堰の高さ 

 

表 4－2 溢水伝播区画の溢水水位及び管理区域外伝播

防止堰の高さ 

 

・プラント固有条件の差異 

（溢水評価結果の違いによる防護対策設備の差異） 

  

 

 

 

  【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（6 号機は「管理区域防水板」を設置していない。） 

 

   

 

 

 

  【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（6 号機は「溢水用防水板」を設置していない。以下同

様。） 
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  【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（6 号機は「溢水用防水壁」を設置していない。以下同

様。） 
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  4.1.4 水密扉付止水堰の設計方針 

 水密扉付止水堰は，「3. 要求機能及び性能目標」の

「3.1.3 性能目標」で設定している機能設計上の性能

目標を達成するために，以下の設計方針としている。 

4.1.4 水密扉付止水堰の設計方針 

水密扉付止水堰は，「3. 要求機能及び性能目標」

の「3.1.3 性能目標」で設定している機能設計上の

性能目標を達成するために，以下の設計方針としてい

る。 

・差異なし 

 

【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（島根 2号機は「水密扉付止水堰」を設置していない。） 

  水密扉付止水堰は，原子炉建屋及びタービン建屋で

発生を想定する溢水に対し，要求される地震時及び地

震後においても，溢水伝播防止に必要な高さを上回る

高さまでの止水性を維持するために，溢水経路となる

開口部に設置する。 

水密扉付止水堰は，原子炉建屋及びタービン建屋で

発生を想定する溢水に対し，要求される地震時及び地

震後においても，溢水伝播防止に必要な高さを上回る

高さまでの止水性を維持するために，溢水経路となる

開口部に設置する。 

・差異なし 

  水密扉付止水堰は，発生を想定する溢水に対し，

「4.1.1(1) 水密扉の漏えい試験」により止水性を確

認した水密扉，シール材及びゴムパッキンにより止水

性を維持することとし扉，止水堰及び周囲の部材が密

着する設計とする。 

水密扉付止水堰は，「4.1.1(1) 水密扉の漏えい試

験」及び「4.1.2(1) 溢水伝播防止堰の漏えい試験」

にて示した止水性を確認した施工方法により止水処置

を実施する設計とする。 

・記載の適正化 

（6 号機では，「4.1.2(1) 溢水伝播防止堰の漏えい

試験」を追記したことから，表現を変更） 

  水密扉付止水堰の概略図を第 4－4図に示す。また，

溢水水位及び堰高さを第 4－3表に示す。 

水密扉付止水堰の概略図を図 4－7に示す。また，

溢水水位及び堰高さを表 4－3に示す。 

・表現上の差異 

 

 

第 4－4図 水密扉付止水堰の概略図 

 

 

図 4－7 水密扉付止水堰の概略図 

 

 

 

 

 

・記載の適正化 

（水密扉付止水堰の耐震・強度計算書に記載している

概略図と横並びを実施） 
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 第 4－3表 溢水伝播区画の溢水水位及び水密扉付止水

堰の高さ 

 

表 4－3 溢水伝播区画の溢水水位及び水密扉付止水堰

の高さ 

 

・プラント固有条件の差異 

（溢水評価結果の違いによる防護対策設備の差異） 

 

   

 

 

 

4.1.5 床ドレンライン浸水防止治具の設計方針 

 床ドレンライン浸水防止治具は，「3. 要求機能及び

性能目標」の「3.1.3 性能目標」で設定している機能

設計上の性能目標を達成するために，以下の設計方針

としている。 

4.1.5 床ドレンライン浸水防止治具の設計方針 

床ドレンライン浸水防止治具は，「3. 要求機能及

び性能目標」の「3.1.3 性能目標」で設定している

機能設計上の性能目標を達成するために，以下の設計

方針としている。 

・差異なし 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（6 号機は 7号機と横並びを図った記載としている。） 

  

  

 

 床ドレンライン浸水防止治具は，原子炉建屋，ター

ビン建屋，コントロール建屋，廃棄物処理建屋及び屋

外で発生を想定する溢水に対し，要求される地震時及

び地震後においても，溢水防護区画への溢水伝播を防

止する止水性を維持するために，浸水高さを上回る可

能性のある各建屋床面の目皿若しくは機器ドレンライ

ンのうち，溢水防護区画へ接続される箇所に「(1) 床

ドレンライン浸水防止治具の漏えい試験」により止水

性を確認したものを設置する。 

床ドレンライン浸水防止治具は，原子炉建屋，ター

ビン建屋，コントロール建屋，廃棄物処理建屋及び屋

外で発生を想定する溢水に対し，要求される地震時及

び地震後においても，溢水防護区画への溢水伝播を防

止する止水性を維持するために，浸水高さを上回る可

能性のある各建屋床面の目皿若しくは機器ドレンライ

ンのうち，溢水防護区画へ接続される箇所に「(1)  

床ドレンライン浸水防止治具の漏えい試験」により止

水性を確認したものを設置する。 

  床ドレンライン浸水防止治具の概略図を第 4－5図に

示す。 

床ドレンライン浸水防止治具の概略図を図 4－8に

示す。 

・表現上の差異 

 

  

 

 
 

 

第 4―5 図 床ドレンライン浸水防止治具の概略図 

 

図 4―8 床ドレンライン浸水防止治具の概略図 

・記載の適正化 

（床ドレンライン浸水防止治具の耐震・強度計算書に

記載している概略図と横並びを実施） 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（6 号機は 4種類の床ドレンライン浸水防止治具（フ

ロート式治具，スプリング式治具，閉止キャップ，閉

止栓）を設置しており，それぞれの概略構造図を示し

ている。） 
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(1) 床ドレンライン浸水防止治具の漏えい試験 

a. 試験条件 

 漏えい試験は，実機で使用している形状，寸法の試

験体を用いて実施し，評価水位以上の水位を想定した

水圧を作用させた場合に閉止キャップ，閉止栓，フロ

ート式及びスプリング式治具の閉止部からの漏えいが

許容漏えい量以下であることを確認する。 

(1) 床ドレンライン浸水防止治具の漏えい試験 

a. 試験条件 

漏えい試験は，実機で使用している形状，寸法の試

験体を用いて実施し，評価水位以上の水位を想定した

水圧を作用させた場合に閉止キャップ，閉止栓，フロ

ート式及びスプリング式治具の閉止部からの漏えいが

許容漏えい量以下であることを確認する。 

・差異なし 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（6 号機は 4種類の床ドレンライン浸水防止治具（フ

ロート式治具，スプリング式治具，閉止キャップ，閉

止栓）を設置しており，それぞれの概略構造図を示し

ている。以下同様。） 

  第 4－6図に漏えい試験概要図を示す。 図 4－9に漏えい試験概要図を示す。 ・表現上の差異 

 

  

 

第 4－6図 床ドレンライン浸水防止治具の試験概要図 

 

図 4－9 床ドレンライン浸水防止治具の試験概要図 

・記載の適正化 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

b. 試験結果 

 試験の結果，設定している許容漏えい量以下である

ことを確認した。 

b. 試験結果 

試験の結果，設定している許容漏えい量以下である

ことを確認した。 

・差異なし 
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4.1.6 貫通部止水処置の設計方針 

 貫通部止水処置は，「3. 要求機能及び性能目標」の

「3.1.3 性能目標」で設定している機能設計上の性能

目標を達成するために，以下の設計方針としている。 

4.1.6 貫通部止水処置の設計方針 

貫通部止水処置は，「3. 要求機能及び性能目標」

の「3.1.3 性能目標」で設定している機能設計上の

性能目標を達成するために，以下の設計方針としてい

る。 

・差異なし 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 貫通部止水処置は，溢水防護区画を内包する建屋外

で発生を想定する溢水及び溢水防護区画を内包する建

屋内で発生を想定する溢水に対し，要求される地震時

及び地震後においても，溢水防護区画を内包する建屋

及び溢水防護区画への溢水伝播防止に必要な高さまで

の止水性を維持するため，及び管理区域内で発生を想

定する溢水に対し要求される地震時及び地震後におい

ても，管理区域外への溢水伝播防止に必要な高さまで

の止水性を維持するために，発生を想定する溢水高さ

までの壁及び床面の貫通部に貫通部止水処置を実施す

る。貫通部止水処置については，「(1) 貫通部止水処

置の漏えい試験」により止水性を確認した施工方法に

よる止水処置を実施する設計とする。貫通部止水処置

を実施する箇所を第 4－7図に示す。 

貫通部止水処置は，溢水防護区画を内包する建屋外

で発生を想定する溢水及び溢水防護区画を内包する建

屋内で発生を想定する溢水に対し，要求される地震時

及び地震後においても，溢水防護区画を内包する建屋

及び溢水防護区画への溢水伝播防止に必要な高さまで

の止水性を維持するため，及び管理区域内で発生を想

定する溢水に対し要求される地震時及び地震後におい

ても，管理区域外への溢水伝播防止に必要な高さまで

の止水性を維持するために，発生を想定する溢水高さ

までの壁及び床面の貫通部に貫通部止水処置を実施す

る。貫通部止水処置については，「(1) 貫通部止水処

置の漏えい試験」により止水性を確認した施工方法に

よる止水処置を実施する設計とする。貫通部止水処置

を実施する箇所を図 4－10に示す。 

・差異なし 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（6 号機は 7号機と横並びを図った記載としている。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 
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第 4－7図 貫通部止水処置を実施する箇所（1／8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4－10 貫通部止水処置を実施する箇所（1／9） 

・プラント固有条件の差異 

（溢水評価結果の違いによる貫通部止水処置の差異） 

 

【島根との差異】 

・プラント固有の差異 

（各区画の溢水水位や防護すべき設備の配置の違いに

より，貫通部止水処置を実施する範囲が異なる。以下同

様。） 

 



 

35 
本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

青字：柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機と柏崎刈羽原子力発電所第 7 号機との差異 

緑字：柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機と島根原子力発電所第 2 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

 

  

 

第 4－7図 貫通部止水処置を実施する箇所（2／8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4－10 貫通部止水処置を実施する箇所（2／9） 

・プラント固有条件の差異 

（溢水評価結果の違いによる貫通部止水処置の差異） 
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第 4－7図 貫通部止水処置を実施する箇所（3／8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4－10 貫通部止水処置を実施する箇所（3／9） 

・プラント固有条件の差異 

（溢水評価結果の違いによる貫通部止水処置の差異） 
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第 4－7図 貫通部止水処置を実施する箇所（4／8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4－10 貫通部止水処置を実施する箇所（4／9） 

・プラント固有条件の差異 

（溢水評価結果の違いによる貫通部止水処置の差異） 
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第 4－7図 貫通部止水処置を実施する箇所（5／8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4－10 貫通部止水処置を実施する箇所（5／9） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・プラント固有条件の差異 

（溢水評価結果の違いによる貫通部止水処置の差異） 
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図 4－10 貫通部止水処置を実施する箇所（6／9） 

・プラント固有条件の差異 

（溢水評価結果の違いによる貫通部止水処置の差異） 

 

・記載の適正化 

（比較対象整合の観点から記載位置の見直しを実施） 
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第 4－7図 貫通部止水処置を実施する箇所（6／8） 

 

図 4－10 貫通部止水処置を実施する箇所（7／9） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・プラント固有条件の差異 

（溢水評価結果の違いによる貫通部止水処置の差異） 

 

・記載の適正化 

（比較対象整合の観点から記載位置の見直しを実施） 
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43 
本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

青字：柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機と柏崎刈羽原子力発電所第 7 号機との差異 

緑字：柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機と島根原子力発電所第 2 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

 

  

 

第 4－7図 貫通部止水処置を実施する箇所（7／8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4－10 貫通部止水処置を実施する箇所（8／9） 

・プラント固有条件の差異 

（溢水評価結果の違いによる貫通部止水処置の差異） 

 

・記載の適正化 

（比較対象整合の観点から記載位置の見直しを実施） 
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第 4－7図 貫通部止水処置を実施する箇所（8／8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4－10 貫通部止水処置を実施する箇所（9／9） 

・プラント固有条件の差異 

（溢水評価結果の違いによる貫通部止水処置の差異） 

 

・記載の適正化 

（比較対象整合の観点から記載位置の見直しを実施） 
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(1) 貫通部止水処置の漏えい試験 

a. 試験条件 

 漏えい試験は，実機で使用する形状，寸法及び施工

方法を模擬した試験体を用いて実施し，評価水位以上

の水位を想定した水圧を作用させた場合にシール材と

貫通口及び貫通物との境界部若しくはブーツ取付部よ

り漏えいが生じないことを確認する。 

 第 4－8図及び第 4－9図に漏えい試験概要図を示

す。 

(1) 貫通部止水処置の漏えい試験 

a. 試験条件 

漏えい試験は，実機で使用する形状，寸法及び施工

方法を模擬した試験体を用いて実施し，評価水位以上

の水位を想定した水圧を作用させた場合にシール材と

貫通口及び貫通物との境界部，ブーツ取付部及び止水

ダンパ筐体と閉止板との当たり面から漏えいが生じな

いことを確認する。 

図 4－11及び図 4－12に漏えい試験概要図を示す。 

・プラント固有の差異 

（貫通部止水処置のうち，7号機の止水ダンパ（フラ

ップゲート）については，津波への配慮が必要な施設

（浸水防止設備）として設置したものであるため，止

水ダンパ（フラップゲート）の漏えい試験について

は，Ⅴ-1-1-3-2-5「津波防護に関する施設の設計方

針」に記載していたが，6号機の止水ダンパ（ジャバ

ッ Shut）については，津波への配慮が必要な施設（浸

水防止設備）として設置したものはなく，溢水への配

慮が必要な施設として設置したものであることから, 

止水ダンパ（ジャバッ Shut）の漏えい試験について，

当該説明書に追記） 
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第 4－8図 貫通部止水処置の漏えい試験概要図（シー

ル材） 

 

図 4－11 貫通部止水処置の漏えい試験概要図（シー

ル材） 

 

・表現上の差異 

 

【島根との差異】 

・試験概要の差異 

（島根 2号機と 6号機で試験概要が異なる。以下同様。） 

 

 
  

 

第 4－9図 貫通部止水処置の漏えい試験概要図（ブー

ツ） 

 

図 4－12 貫通部止水処置の漏えい試験概要図（ブー

ツ） 

・表現上の差異 
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図 4－13 貫通部止水処置の漏えい試験概要図（止水

ダンパ） 

・プラント固有の差異 

（貫通部止水処置のうち，7号機の止水ダンパ（フラ

ップゲート）については，津波への配慮が必要な施設

（浸水防止設備）として設置したものであるため，止

水ダンパ（フラップゲート）の漏えい試験について

は，Ⅴ-1-1-3-2-5「津波防護に関する施設の設計方

針」に記載していたが，6号機の止水ダンパ（ジャバ

ッ Shut）については，津波への配慮が必要な施設（浸

水防止設備）として設置したものはなく，溢水への配

慮が必要な施設として設置したものであることから, 

止水ダンパ（ジャバッ Shut）の漏えい試験について，

当該説明書に追記） 

 

【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（島根 2号機は，「貫通部止水処置（止水ダンパ）」を

設置していない。） 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. 試験結果 

 有意な漏えいは認められないことから，溢水への影

響はない。 

b. 試験結果 

有意な漏えいは認められないことから，溢水への影

響はない。 

・差異なし 
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4.1.7 7号機地下水排水設備の設計方針 

 

 

 7号機地下水排水設備は，「3. 要求機能及び性能目

標」の「3.1.3 性能目標」で設定している機能設計上

の性能目標を達成するために，以下の設計方針として

いる。 

4.1.7 6号機地下水排水設備及び 7号機地下水排水設

備（サブドレンピット，集水管及びサブドレン管）の

設計方針 

6号機地下水排水設備及び 7号機地下水排水設備

（サブドレンピット，集水管及びサブドレン管）は，

「3. 要求機能及び性能目標」の「3.1.3 性能目

標」で設定している機能設計上の性能目標を達成する

ために，以下の設計方針としている。 

・表現上の差異 

（設備名称の差異） 

・記載の適正化 

（基本設計方針の表現に合わせて記載を適正化。 

なお，地下水排水設備の共用の記載については，Ⅵ-1-

1-9-1「溢水等による損傷防止の基本方針」にて「7号

機地下水排水設備（サブドレンピット，集水管及びサ

ブドレン管）（「7号機設備，6,7 号機共用」）（原子炉

冷却系統施設の設備を浸水防護施設の設備として兼

用）（以下「7号機地下水排水設備（サブドレンピッ

ト，集水管及びサブドレン管）」という。）」と定義して

いるため，本資料では共用の表現を省略している。以

下同様。） 

 

 7号機地下水排水設備は，溢水防護区画を内包する

建屋外で発生を想定する地下水が溢水となり，防護す

べき設備が没水するおそれがないよう，要求される地

震時及び地震後においても，サブドレンピットに集水

された地下水を処置し，溢水伝播を防止する機能を保

持する設計とする。 

6号機地下水排水設備及び 7号機地下水排水設備

（サブドレンピット，集水管及びサブドレン管）は，

溢水防護区画を内包する建屋外で発生を想定する地下

水が溢水となり，防護すべき設備が没水するおそれが

ないよう，要求される地震時及び地震後においても，

サブドレンピットに集水された地下水を処置し，溢水

伝播を防止する機能を保持する設計とする。 

・表現上の差異 

（設備名称の差異） 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（6 号機は 7号機と横並びを図った記載としている。） 

 

 

 また，7 号機地下水排水設備のうちサブドレンポン

プについては，溢水及び地震の影響を考慮した非常用

電源設備にて構成し，容量は，想定される地下水の集

水量を上回る設計とする。 

また，6号機地下水排水設備のうちサブドレンポン

プについては，溢水及び地震の影響を考慮した非常用

電源設備にて構成し，容量は，想定される地下水の集

水量を上回る設計とする。 

・表現上の差異 

（設備名称の差異） 

 

 7号機地下水排水設備のうちサブドレンポンプを構

成するポンプ及び原動機の基準地震動Ｓｓによる地震

力に対する動的及び電気的機能維持の方針は，Ⅴ-2-1-

9「機能維持の基本方針」に示す。 

6号機地下水排水設備のうちサブドレンポンプを構

成するポンプ及び原動機の基準地震動Ｓｓによる地震

力に対する動的及び電気的機能維持の方針は，Ⅵ-2-

1-9「機能維持の基本方針」に示す。 

・表現上の差異 

（設備名称の差異） 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

 

 7号機地下水排水設備の概要図を第 4－10図に示し，

仕様を第 4－4表に示す。 

 

 

6号機地下水排水設備の概要及び 7号機地下水排水

設備（サブドレンポンプ，排水配管等）との共用の範

囲を図 4－14に示し，6号機地下水排水設備の仕様を

表 4－4に示す。 

・設計進捗による差異 

（6 号機地下水排水設備については，6 号機設計が進

捗したことにより，集水管等の設備について 7号機地

下水排水設備と共用することが確定したため，表現を

変更） 

  第 4－4表 7号機地下水排水設備の仕様 表 4－4 6号機地下水排水設備の仕様 ・設備設計の差異 



 

56 
本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

青字：柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機と柏崎刈羽原子力発電所第 7 号機との差異 

緑字：柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機と島根原子力発電所第 2 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4－10図 7号機地下水排水設備の概要図 

 

 

図 4－14 地下水排水設備の概要図 

・設計進捗による差異 

（6 号機地下水排水設備については，6 号機設計が進

捗したことにより，集水管等の設備について 7号機地

下水排水設備と共用することが確定したため，表現を

変更） 

・記載の適正化 

（図中の配色を修正。） 
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  ・設備構成の差異 

（6 号機は「大型タンク隔離システム」を設置していな

い。） 
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  ・設備構成の差異 

（6 号機は「燃料プール冷却系弁閉止システム」を設置

していない。） 
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4.1.8 循環水系隔離システムの設計方針 

 循環水系隔離システムは，「3. 要求機能及び性能 

目標」の「3.1.3 性能目標」で設定している機能設計 

上の性能目標を達成するために，以下の設計方針とし

ている。 

4.1.8 循環水系隔離システムの設計方針 

循環水系隔離システムは，「3. 要求機能及び性能 

目標」の「3.1.3 性能目標」で設定している機能設

計上の性能目標を達成するために，以下の設計方針と

している。 

・差異なし 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（6 号機は 7号機と横並びを図った記載としている。以

下同様。） 

 

 循環水系隔離システムは，タービン建屋内の復水器

を設置するエリア内で発生を想定する循環水系配管破

断時の溢水に対し，要求される地震時及び地震後にお

いても，循環水系配管破断時の溢水量を低減する機能

を維持するため，循環水系配管破断箇所からの溢水を

自動検知し，自動隔離する設計とする。 

循環水系隔離システムは，タービン建屋内の復水器

を設置するエリア内で発生を想定する循環水系配管破

断時の溢水に対し，要求される地震時及び地震後にお

いても，循環水系配管破断時の溢水量を低減する機能

を維持するため，循環水系配管破断箇所からの溢水を

自動検知し，自動隔離する設計とする。 

・差異なし 

  

 

 循環水系隔離システムの機能設計を以下に示す。 

 循環水系配管破断箇所からの溢水の自動検知及び自

動隔離を行うため，循環水系隔離システムを構築す

る。システムを構成するものとして，漏えい検出器，

復水器水室出入口弁及び漏えい検出制御盤を設置す

る。 

循環水系隔離システムの機能設計を以下に示す。 

循環水系配管破断箇所からの溢水の自動検知及び自

動隔離を行うため，循環水系隔離システムを構築す

る。システムを構成するものとして，漏えい検出器，

復水器水室出入口弁及び漏えい検出制御盤を設置す

る。 

・差異なし 

 

 

 配管破断箇所からの溢水を検知するため，漏えい検

出器を設置し，配管破断の発生が想定される区画にお

ける水位上昇を検知し，制御盤へ漏えい検知信号を送

信する。 

 地震を起因とする循環水系配管破断箇所からの溢水

に対しては，漏えい検知信号及び地震加速度大（原子

炉スクラム信号）を受け，循環水ポンプの停止及び復

水器水室出入口弁を自動閉止させ，タービン建屋内の

復水器を設置するエリアにおける溢水を停止する。漏

えい検知から配管破断箇所の隔離までの時間は，溢水

影響評価で設定している となる設計とする。 

配管破断箇所からの溢水を検知するため，漏えい検

出器を設置し，配管破断の発生が想定される区画にお

ける水位上昇を検知し，制御盤へ漏えい検知信号を送

信する。 

地震を起因とする循環水系配管破断箇所からの溢水

に対しては，漏えい検知信号及び地震加速度大（原子

炉スクラム信号）を受け，循環水ポンプの停止及び復

水器水室出入口弁を自動閉止させ，タービン建屋内の

復水器を設置するエリアにおける溢水を停止する。漏

えい検知から配管破断箇所の隔離までの時間は，溢水

影響評価で設定している  となる設計とする。 

・差異なし 

   

   

 

(1) 自動検知・自動隔離に対する設備の概要 

a. 漏えい検出器 

 タービン建屋内の復水器を設置するエリアにおける

漏えいの自動検知のため，漏えい検出器を配管破損想

定箇所近傍の床面に設置する。 

(1) 自動検知・自動隔離に対する設備の概要 

a. 漏えい検出器 

タービン建屋内の復水器を設置するエリアにおける

漏えいの自動検知のため，漏えい検出器を配管破損想

定箇所近傍に設置する。 

・記載の適正化 

（6 号機の循環水系隔離システム（漏えい検出器）

は，床置きではなく壁掛けであるため，表現を変更） 
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b. 復水器水室出入口弁 

 漏えいが検知された際に自動閉止するよう復水器水

室出入口弁を改造する。 

c. 漏えい検出制御盤 

 漏えい検出器から漏えい検知信号による警報発信

（水位高／水位異常高）及び隔離（自動）を行うた

め，検知制御・監視盤を設置する。 

b. 復水器水室出入口弁 

漏えいが検知された際に，自動閉止するよう復水器

水室出入口弁を改造する。 

c. 漏えい検出制御盤 

漏えい検出器から漏えい検知信号による警報発信

（T/B B2F復水器室（山側）漏えい大 1～3，T/B B2F

復水器室（海側）漏えい大 1～3）及び隔離（自動）を

行うため，検知制御・監視盤を設置する。 

・表現上の差異 

（警報名称の差異） 

 

 

 

   

  

(2) 循環水系隔離システムについて 

a. 溢水の漏えい検知及び隔離について 

 

(2) 循環水系隔離システムについて 

a. 溢水の漏えい検知及び隔離について 

(a) 警報設定値について 

漏えい検知信号は，基準床面から水位 100mmで送信

される。漏えい検知信号と地震加速度大に起因する原

子炉スクラム信号の AND回路にて自動隔離が行われる

設計とする。 

 

 

 

・表現上の差異 

（先行プラントの記載内容を踏まえて追記） 

  (b) 漏えい検出器及び復水器水室出入口弁の設置の

考え方 

・表現上の差異 

   

 

 漏えい検出器については，タービン建屋内の復水器

を設置するエリアの溢水量を低減することを目的とし

て，配管破損想定箇所近傍の床面に海側に 3台山側に

3台を設置し，それぞれの漏えい検出器が 2 out of 

3の信号にて復水器海側溢水循環水ポンプトリップ水

位信号及び復水器山側溢水循環水ポンプトリップ信号

を発するものとする。 

漏えい検出器については，タービン建屋内の復水器

を設置するエリアの溢水量を低減することを目的とし

て，配管破損想定箇所近傍の海側に 3台山側に 3台を

設置し，それぞれの漏えい検出器が 2 out of 3の

信号にて循環水ポンプトリップ信号を発するものとす

る。 

・記載の適正化 

（6 号機の循環水系隔離システム（漏えい検出器）

は，床置きではなく壁掛けであるため，表現を変更） 

 

  

 

 

 復水器水室出入口弁は，実作動時間を考慮し，トリ

ップ信号発信後 で閉止するよう既設弁 12弁の改

造を行う。 

 トリップ信号発信後の隔離時間を第 4－5表，漏えい

検出器及び復水器水室出入口弁の配置を第 4－11図，

循環水系隔離システムの概要を第 4－12図に示す。 

復水器水室出入口弁は，実作動時間を考慮し，循環

水ポンプトリップ信号発信後 で閉止するよう既

設弁 12弁の改造を行う。 

隔離時間の設定を表 4－5，漏えい検出器及び復水器

水室出入口弁の配置を図 4－15，循環水系隔離システ

ムの概要を図 4－16に示す。 

・表現上の差異 

 

【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（島根 2 号機と 6 号機で復水器水室出入口弁の作動時

間が異なる。） 
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b. 設備の仕様及び精度，応答について 

(a) 漏えい検出器の仕様 

・検出方法：  

・耐圧：  

 

 

 

・要求精度：セットポイントより 以内 

b. 設備の仕様及び精度，応答について 

(a) 漏えい検出器の仕様 

・検出方法：  

・耐圧：  

・最高使用温度：  

 

 

・要求精度：セットポイントより 以内 

【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（島根 2号機と 6号機で漏えい検出器の仕様が異なる。

以下同様。） 

 

・記載の適正化 

（先行プラントの記載内容を踏まえて，「最高使用温

度」を追記） 

・設備設計の差異 

   

 

(b) 計測設備の精度 

 漏えい検出器から検知制御・監視盤までの精度を 

以内の誤差範囲に収める設計とする。 

(b) 計測設備の精度 

漏えい検出器から検知制御・監視盤までの精度を 

以内の誤差範囲に収める設計とする。 

 

 

・設備設計の差異 

 

   

 

(3) 設備の特徴及び機能維持について 

 各設備は以下のとおり信頼性を確保可能であり，加

えて適切な保全計画を策定・実施することにより，長

期の機能維持を図る。 

(3) 設備の特徴及び機能維持について 

各設備は以下のとおり信頼性を確保可能であり，加

えて適切な保全計画を策定・実施することにより，長

期の機能維持を図る。 

・差異なし 

   

 

 

 

a. 漏えい検出器及び検出回路 

 漏えい検出器 は単純構造の静的機器であ

り，故障は起こりにくい。

 

 漏えい検出器の構造概要を第 4－13図に示す。 

a. 漏えい検出器及び検出回路 

漏えい検出器 は単純構造の静的機器であ

り，故障は起こりにくい。

 

漏えい検出器の構造概要を図 4－17に示す。 

・表現上の差異 

 

 

 

 

 

 

注記＊：

 

注記＊ ：

 

・差異なし 

   

 

b. 監視制御回路 

 監視制御機能の主要回路はデジタル設備で構成され

ており，演算回路の信頼性は高いものとなっている。

また，本設備は自己診断機能を有しており，故障を検

知した場合は検知監視盤（中央制御室に設置）に警報

を発信させるため，早期の保守対応が可能である。 

b. 監視制御回路 

監視制御機能の主要回路はデジタル設備で構成され

ており，演算回路の信頼性は高いものとなっている。

また，本設備は自己診断機能を有しており，故障を検

知した場合は検知監視盤（中央制御室に設置）に警報

を発信させるため，早期の保守対応が可能である。 

・差異なし 

 

【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（島根 2号機と 6号機で制御回路の仕様が異なる。以下

同様。） 
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c. 出力リレー回路及び復水器水室出入口弁 

 出力リレー回路は，検出回路や監視制御回路のよう

な状態監視機能は設けてないが，配線設備を含め広く

一般的に用いられる機器で構成されており，通常使用

において故障頻度は少なく，基本的に設備固有の信頼

性は高いものである。 

c. 出力リレー回路及び復水器水室出入口弁 

出力リレー回路は，検出回路や監視制御回路のよう

な状態監視機能は設けてないが，配線設備を含め広く

一般的に用いられる機器で構成されており，通常使用

において故障頻度は少なく，基本的に設備固有の信頼

性は高いものである。 

・差異なし 

 

 復水器水室出入口弁については，摩擦等の劣化要因

を考慮した設計のため故障頻度は少ないと考えられ

る。また，定期的な動作により設備の健全性を確保す

る。なお，作動試験の実施については，系統外乱を回

避する観点から施設定期検査期間中に実施する。 

復水器水室出入口弁については，摩擦等の劣化要因

を考慮した設計のため故障頻度は少ないと考えられ

る。また，定期的な動作により設備の健全性を確保す

る。なお，作動試験の実施については，系統外乱を回

避する観点から施設定期検査期間中に実施する。 

復水器水室出入口弁は，閉止時に弁駆動用電源を喪

失しても閉止状態を維持する設計とする。 

 

 

・差異なし 

 

 

 

 

・記載の適正化 

（先行プラントの記載内容を踏まえて，復水器水室出

入口弁が閉止時に弁駆動用電源を喪失しても閉止状態

を維持する設計とする旨を追記） 

  

 

表 4－5表 警報発信後の隔離時間の設定 

 

表 4－5 隔離時間の設定 

 

・設備設計の差異 

 

 

 

 

 

第 4－11図 漏えい検出器及び復水器水室出入口弁の

配置図 

 

図 4－15 漏えい検出器及び復水器水室出入口弁の配

置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 
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第 4－12図 循環水系隔離システムの概要 

 

図 4－16 循環水系隔離システムの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 

 

  

 

第 4－13図 漏えい検出器の構造概要 

 

図 4－17 漏えい検出器の構造概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 
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 4.1.9 タービン補機冷却海水系隔離システムの設計方

針 

 タービン補機冷却海水系隔離システムは，「3. 要求

機能及び性能目標」の「3.1.3 性能目標」で設定して

いる機能設計上の性能目標を達成するために，以下の

設計方針としている。 

4.1.9 タービン補機冷却海水系隔離システムの設計

方針 

タービン補機冷却海水系隔離システムは，「3. 要求

機能及び性能目標」の「3.1.3 性能目標」で設定して

いる機能設計上の性能目標を達成するために，以下の

設計方針としている。 

・差異なし 

【島根との差異】 

・設計方針の差異 

（島根 2 号機では，「タービン補機冷却海水系隔離シス

テム」を耐津波設計に係る工認審査ガイド上の浸水防止

設備と整理しているため，本資料に記載していない。） 

  タービン補機冷却海水系隔離システムは，タービン

建屋内のタービン補機冷却水系熱交換器を設置するエ

リア内で発生を想定するタービン補機冷却海水系配管

破断時の溢水に対し，要求される地震時及び地震後に

おいても，タービン補機冷却海水系配管破断時の溢水

量を低減する機能を維持するため，タービン補機冷却

海水系配管破断箇所からの溢水を自動検知し，自動隔

離する設計とする。 

タービン補機冷却海水系隔離システムは，タービン

建屋内のタービン補機冷却水系熱交換器を設置するエ

リア内で発生を想定するタービン補機冷却海水系配管

破断時の溢水に対し，要求される地震時及び地震後に

おいても，タービン補機冷却海水系配管破断時の溢水

量を低減する機能を維持するため，タービン補機冷却

海水系配管破断箇所からの溢水を自動検知し，自動隔

離する設計とする。  

・差異なし 

  タービン補機冷却海水系隔離システムの機能設計を

以下に示す。 

 タービン補機冷却海水系配管破断箇所からの溢水の

自動検知及び自動隔離を行うため，タービン補機冷却

海水系隔離システムを構築する。システムを構成する

ものとして，漏えい検出器，タービン補機冷却海水ポ

ンプ吐出弁及び漏えい検出制御盤を設置する。 

タービン補機冷却海水系隔離システムの機能設計を

以下に示す。 

タービン補機冷却海水系配管破断箇所からの溢水の

自動検知及び自動隔離を行うため，タービン補機冷却

海水系隔離システムを構築する。システムを構成する

ものとして，漏えい検出器，タービン補機冷却海水ポ

ンプ吐出弁及び漏えい検出制御盤を設置する。 

・差異なし 

  配管破断箇所からの溢水を検知するため，漏えい検

出器を設置し，配管破断の発生が想定される区画にお

ける水位上昇を検知し，制御盤へ漏えい検知信号を送

信する。 

 地震を起因とするタービン補機冷却海水系配管破断

箇所からの溢水に対しては，漏えい検知信号及び地震

加速度大（原子炉スクラム信号）を受け，タービン補

機冷却海水ポンプの停止及びタービン補機冷却海水ポ

ンプ吐出弁を自動閉止させ，タービン建屋内のタービ

ン補機冷却水系熱交換器を設置するエリアにおける溢

水を停止する。 

 漏えい検知から配管破断箇所の隔離までの時間は，

溢水影響評価で設定している となる設計とす

る。 

配管破断箇所からの溢水を検知するため，漏えい検

出器を設置し，配管破断の発生が想定される区画にお

ける水位上昇を検知し，制御盤へ漏えい検知信号を送

信する。 

地震を起因とするタービン補機冷却海水系配管破断

箇所からの溢水に対しては，漏えい検知信号及び地震

加速度大（原子炉スクラム信号）を受け，タービン補

機冷却海水ポンプの停止及びタービン補機冷却海水ポ

ンプ吐出弁を自動閉止させ，タービン建屋内のタービ

ン補機冷却水系熱交換器を設置するエリアにおける溢

水を停止する。 

漏えい検知から配管破断箇所の隔離までの時間は，

溢水影響評価で設定している  となる設計とす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計の差異 
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 (1) 自動検知・自動隔離に対する設備の概要 

a. 漏えい検出器 

 タービン建屋内のタービン補機冷却水系熱交換器を

設置するエリアにおける漏えいの自動検知のため，漏

えい検出器を配管破損想定箇所近傍の床面に設置す

る。 

(1) 自動検知・自動隔離に対する設備の概要 

a. 漏えい検出器 

タービン建屋内のタービン補機冷却水系熱交換器を

設置するエリアにおける漏えいの自動検知のため，漏

えい検出器を配管破損想定箇所近傍に設置する。 

・記載の適正化 

（6 号機の循環水系隔離システム（漏えい検出器）

は，床置きではなく壁掛けであるため，表現を変更） 

 

 b. タービン補機冷却海水ポンプ吐出弁 

 漏えいが検知された際に自動閉止するようタービン

補機冷却海水ポンプ吐出弁を改造する。 

c. 漏えい検出制御盤 

 漏えい検出器から漏えい検知信号による警報発信

（水位高／水位異常高）及び隔離（自動）を行うた

め，検知制御・監視盤を設置する。 

b. タービン補機冷却海水ポンプ吐出弁 

漏えいが検知された際に自動閉止するようタービン

補機冷却海水ポンプ吐出弁を改造する。 

c. 漏えい検出制御盤 

漏えい検出器から漏えい検知信号による警報発信

（T/B TCW熱交換器室漏えい大 1～3）及び隔離（自

動）を行うため，検知制御・監視盤を設置する。 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 

（警報名称の差異） 

 (2) タービン補機冷却海水系隔離システムについて 

a. 溢水の漏えい検知及び隔離について 

 

2) タービン補機冷却海水系隔離システムについて 

a. 溢水の漏えい検知及び隔離について 

(a) 警報設定値について 

漏えい検知信号は基準床面から水位 100mmとする。

漏えい検知信号と地震加速度大に起因する原子炉スク

ラム信号の AND回路にて自動隔離が行われる設計とす

る。 

 

(b) 漏えい検出器及びタービン補機冷却海水ポンプ

吐出弁の設置の考え方 

 

 

・表現上の差異 

（先行プラントの記載内容を踏まえて追記） 

 

 

 

 

・表現上の差異 

  漏えい検出器については，タービン建屋内のタービ

ン補機冷却水系熱交換器を設置するエリアの溢水量を

低減することを目的として，配管破損想定箇所近傍の

床面に 3台を設置し，それぞれの漏えい検出器が 2 

out of 3 の信号にてタービン補機冷却海水ポンプト

リップ信号及びタービン補機冷却海水ポンプ吐出弁閉

止信号を発するものとする。 

 

漏えい検出器については，タービン建屋内のタービ

ン補機冷却水系熱交換器を設置するエリアの溢水量を

低減することを目的として，配管破損想定箇所近傍に

3台を設置し，2 out of 3の信号にてタービン補機冷

却海水ポンプトリップ信号を発するものとする。 

・記載の適正化 

（6 号機の循環水系隔離システム（漏えい検出器）

は，床置きではなく壁掛けであるため，表現を変更） 

 

 

・設備設計の差異 

  タービン補機冷却海水ポンプ吐出弁は，実作動時間

を考慮し，トリップ信号発信後約 で閉止するよう

既設弁の改造を行う。 

タービン補機冷却海水ポンプ吐出弁は，実作動時間

を考慮し，タービン補機冷却海水ポンプトリップ信号

発信後  で閉止するよう既設弁 3弁の改造を行

う。 

 

・設備設計の差異 
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  トリップ信号発信後の隔離時間を第 4－6表，漏えい

検出器及びタービン補機冷却海水ポンプ吐出弁の配置

を第 4－14 図，循環水系隔離システムの概要を第 4－

15図に示す。 

隔離時間の設定を表 4－6，漏えい検出器及びタービ

ン補機冷却海水ポンプ吐出弁の配置を図 4－18，ター

ビン補機冷却海水系隔離システムの概要を図 4－19に

示す。 

・表現上の差異 

 

 b. 設備の仕様及び精度，応答について 

(a) 漏えい検出器の仕様 

・検出方法：  

・耐圧：  

 

 

 

・要求精度：セットポイントより 以内 

b. 設備の仕様及び精度，応答について 

(a) 漏えい検出器の仕様 

・検出方法：  

・耐圧：  

・最高使用温度：  

 

 

・要求精度：セットポイントより 以内 

 

 

 

 

・記載の適正化 

（先行プラントの記載内容を踏まえて，「最高使用温

度」を追記） 

・設備設計の差異 

 (b) 計測設備の精度 

 漏えい検出器から検知制御・監視盤までの精度を 

以内の誤差範囲に収める設計とする。 

(b) 計測設備の精度 

漏えい検出器から検知制御・監視盤までの精度を 

以内の誤差範囲に収める設計とする。 

 

 

・設備設計の差異 

 

 (1) 設備の特徴及び機能維持について 

 各設備は以下のとおり信頼性を確保可能であり，加

えて適切な保全計画を策定・実施することにより，長

期の機能維持を図る。 

(3) 設備の特徴及び機能維持について 

各設備は以下のとおり信頼性を確保可能であり，加

えて適切な保全計画を策定・実施することにより，長

期の機能維持を図る。 

・差異なし 

 a. 漏えい検出器及び検出回路 

 漏えい検出器 は単純構造の静的機器であ

り，故障は起こりにくい。

 

 漏えい検出器の構造概要を第 4－16図に示す。 

a. 漏えい検出器及び検出回路 

漏えい検出器 は単純構造の静的機器であ

り，故障は起こりにくい。

 

漏えい検出器の構造概要を図 4－20に示す。 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 

 注記＊：

 

注記＊：

 

・差異なし 

 b. 監視制御回路 

 監視制御機能の主要回路はデジタル設備で構成され

ており，演算回路の信頼性は高いものとなっている。 

 

b. 監視制御回路 

監視制御機能の主要回路はデジタル設備で構成され

ており，演算回路の信頼性は高いものとなっている。 

 

・差異なし 
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 また，本設備は自己診断機能を有しており，故障を

検知した場合は検知監視盤（中央制御室に設置）に警

報を発信させるため，早期の保守対応が可能である。 

また，本設備は自己診断機能を有しており，故障を

検知した場合は検知監視盤（中央制御室に設置）に警

報を発信させるため，早期の保守対応が可能である。 

 c. 出力リレー回路及びタービン補機冷却海水ポンプ

吐出弁 

 出力リレー回路は，検出回路や監視制御回路のよう

な状態監視機能は設けてないが，配線設備を含め広く

一般的に用いられる機器で構成されており，通常使用

において故障頻度は少なく，基本的に設備固有の信頼

性は高いものである。 

c. 出力リレー回路及びタービン補機冷却海水ポンプ

吐出弁 

出力リレー回路は，検出回路や監視制御回路のよう

な状態監視機能は設けてないが，配線設備を含め広く

一般的に用いられる機器で構成されており，通常使用

において故障頻度は少なく，基本的に設備固有の信頼

性は高いものである。 

・差異なし 

  タービン補機冷却海水ポンプ吐出弁については，摩

擦等の劣化要因を考慮した設計のため故障頻度は少な

いと考えられる。定期的な作動により設備の健全性を

確保する。 

 なお，作動試験の実施については，系統外乱を回避

する観点から施設定期検査期間中に実施する。 

タービン補機冷却海水ポンプ吐出弁については，摩

擦等の劣化要因を考慮した設計のため故障頻度は少な

いと考えられる。定期的な作動により設備の健全性を

確保する。 

なお，作動試験の実施については，系統外乱を回避

する観点から施設定期検査期間中に実施する。 

タービン補機冷却海水ポンプ吐出弁は，閉止時に弁

駆動用電源を喪失しても閉止状態を維持する設計とす

る。 

 

 

 

 

・差異なし 

 

 

 

 

・記載の適正化 

（先行プラントの記載内容を踏まえて，タービン補機

冷却海水ポンプ吐出弁が閉止時に弁駆動用電源を喪失

しても閉止状態を維持する設計とする旨を追記） 

 第 4－6表 警報発信後の隔離時間の設定 

 

表 4－6 隔離時間の設定 

 

・設備設計の差異 
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第 4－14図 漏えい検出器及びタービン補機冷却海水

ポンプ吐出弁の配置図 

 

図 4－18 漏えい検出器及びタービン補機冷却海水ポ

ンプ吐出弁の配置図 

・表現上の差異 

 

 

第 4－15図 タービン補機冷却海水系隔離システムの

概要 

 

図 4－19 タービン補機冷却海水系隔離システムの概

要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 
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第 4－16図 漏えい検出器の概要図  

図 4－20 漏えい検出器の概要図 

・設備設計の差異 

 

   

   

 

 

 

4.2 蒸気影響を緩和する設備 

4.2.1 蒸気防護カバーの設計方針 

 蒸気防護カバーは，「3. 要求機能及び性能目標」の

「3.2.3 性能目標」で設定している機能設計上の性能

目標を達成するために，以下の設計方針としている。 

4.2 蒸気影響を緩和する設備 

4.2.1 蒸気防護カバーの設計方針 

蒸気防護カバーは，「3. 要求機能及び性能目標」

の「3.2.3 性能目標」で設定している機能設計上の

性能目標を達成するために，以下の設計方針としてい

る。 

 

 

・差異なし 

 

【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（島根 2号機は，被水影響を防止する設備として「被

水防護カバー」を設置しているのに対し， 6 号機では

蒸気影響を緩和する設備として「蒸気防護カバー」を

設置している。以下同様。） 

  

 

 

 蒸気防護カバーは，タービン建屋で発生を想定する

配管破断時の漏えい蒸気に対し，蒸気による環境条件

を緩和するため，「(1) 蒸気防護カバーの蒸気暴露試

験」により気体廃棄物処理系設備エリア排気放射線モ

ニタが要求される機能を損なうおそれのない環境温度

以下となり，止水性を維持できることを確認したもの

を設置する。 

タービン建屋で発生を想定する配管破断時の漏えい

蒸気に対し，気体廃棄物処理系設備エリア排気放射線

モニタの使用可能温度  を超えるおそれがある。

このため，蒸気防護カバーにより，環境温度の影響を

緩和するよう，「(1) 蒸気防護カバーの性能試験」に

より気体廃棄物処理系設備エリア排気放射線モニタが

要求される機能を損なうおそれのない環境温度以下と

なることを確認した設備を設置する。 

・設備設計の差異 

（同一設計の先行プラントを踏襲した記載に変更） 

 

  蒸気防護カバーの設計方針としては溢水防護対象設

備を覆うように防護カバー（断熱材）を設置すること

で，被水に対する影響の防止及び蒸気に対する影響を

緩和する設計とする。 

蒸気防護カバーの設計方針としては，溢水防護対象

設備を覆うように防護カバーを設置することで，環境

温度に対する影響を緩和及び被水に対する影響の防止

をする設計とする。 

・設備設計の差異 

（同一設計の先行プラントを踏襲した記載に変更） 

 

 

 

  

 

蒸気防護カバーは，壁面等に断熱材を取付けた金属

製のカバーを設置し，壁と密着させる構造とすること

・設備設計の差異 

（同一設計の先行プラントを踏襲した記載に変更） 
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蒸気防護カバーの概要図を第 4－17図，設置する区画

を第 4－7表に示す。 

 なお，蒸気防護カバーの周辺に存在する高エネルギ

ー配管は最も近傍なもので約 4mの離隔を有し，高エネ

ルギー配管と蒸気防護カバーの間には保温材等の障害

物となる物も存在することから，蒸気防護カバーに対

して当該配管の破損に伴う直接的な蒸気の噴流による

有意な圧力は発生しない。蒸気防護カバーと高エネル

ギー配管の配置を第 4－18図に示す。 

で，被水に対して止水性を確保した構造としている。

蒸気防護カバーの概要図を図 4－21に示す。 

 

なお，蒸気防護カバーの周辺に存在する高エネルギ

ー配管は，最も近傍なもので約 70mmの位置に存在す

るが，当該配管破損時のジェット荷重が蒸気防護カバ

ー外板に加わった場合でも，蒸気防護カバーに影響を

与えないことについてＪＳＭＥ Ｓ ＮＤ1－2002（配

管破損防護設計規格）に基づく応力評価で確認してい

る。蒸気防護カバーと高エネルギー配管の配置を図 4

－22に示す。 

 

 

  

 

第 4－17図 蒸気防護カバーの概要図  

図 4－21 蒸気防護カバーの概要図 

・設備設計の差異 

（同一設計の先行プラントを踏襲した記載に変更） 

 

 第 4－7表 蒸気防護カバーを設置する区画 

 

 ・表現上の差異 

（同一設計の先行プラントを踏襲した記載に変更） 
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第 4－18図 蒸気防護カバーと高エネルギー配管の配

置 

 

図 4－22 蒸気防護カバーと高エネルギー配管の配置 

・表現上の差異 

（蒸気防護カバーの設置場所の違いによる配置の差

異） 

 

   

   

  

  

  

  

 

(1) 蒸気防護カバーの防水試験 

a. 試験条件 

 防水試験は，実機で使用する形状，寸法及び施工方

法を模擬した蒸気防護カバーを用いて実施し，被水を

想定した場合に蒸気防護カバー内に漏えいがないこと

を確認する。 

 第 4－19 図に蒸気防護カバーの試験概要図を示す。 

 

第 4－19図 蒸気防護カバー試験概要図 

 ・設備設計の差異 

（同一設計の先行プラントを踏襲した記載に変更） 

 

   

 

b. 試験結果 

 蒸気防護カバー内への漏えいがないことを確認した

ことから，被水への影響はない。 

 ・設備設計の差異 

（同一設計の先行プラントを踏襲した記載に変更） 
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 (2) 蒸気防護カバーの蒸気暴露試験 

a. 試験条件 

 蒸気暴露試験は，実機で使用する形状，寸法及び施

工方法を模擬した蒸気防護カバーと検出器を用いて実

施し，配管破断時の漏えい蒸気を想定した蒸気を作用

させた場合に，蒸気防護カバー内部の温度が，気体廃

棄物処理系設備エリア排気放射線モニタが要求される

機能を損なうおそれのない温度（60度）を 3時間保持

できることを確認する。 

 試験時間は，破断を想定する系統温度 164度を 3時

間と設定し，漏えい量の計測結果を踏まえ防護すべき

設備への影響を確認する。 

 第 4－20 図に蒸気暴露試験概要図を示す。 

(1) 蒸気防護カバーの性能試験 

a. 試験条件 

性能試験は，実機で使用する形状，寸法及び施工方法

を模擬した蒸気防護カバーと検出器を用いた試験体に

て実施する。試験体を試験炉内（乾燥炉）に設置して

加熱し，断熱材外部及び断熱材内部の温度推移を測定

し，蒸気が建屋内（ 下）に流出する際に考えら

れる温度（ 以上となった時点を  時間とし

て，試験体を  時間 以上の温度で加熱する。  

時間経過後は試験炉の温度を  に設定し，断熱材

の内部温度がピークに達した後，  時間で試験終了と

する。温度測定点は，試験炉内温度 5点，試験体内部

温度 4点，検出器表面温度 1点の温度計測を実施す

る。図 4－23に試験条件を，図 4－24に温度測定点の

概要図を示す。 

・設備設計の差異 

（同一設計の先行プラントを踏襲した記載に変更） 

 

・記載の適正化 

（比較対象整合の観点から記載位置の見直しを実施） 

 

 

第 4－20図 蒸気暴露試験概要図 

 

図 4－23 試験条件 

 

図 4－24 温度測定点の概要図 
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 b. 試験結果 

 

 

 蒸気防護カバー内部の温度は気体廃棄物処理系設備

エリア排気放射線モニタが要求される機能を損なうお

それのない温度（60度）以下となることから，蒸気防

護カバーで囲われる気体廃棄物処理系設備エリア排気

放射線モニタに対する蒸気への影響はない。 

b. 試験結果 

試験炉内温度を図 4－25に，試験体内部温度及び検出

器表面温度を図 4－26に示す。 

試験体内部温度及び検出器表面温度の内部温度ピーク

は，気体廃棄物処理系設備エリア排気放射線モニタの

使用可能温度 以下となることから，蒸気防護

カバーで囲われる気体廃棄物処理系設備エリア排気放

射線モニタは環境温度により機能を損なう恐れはな

い。 

・設備設計の差異 

（同一設計の先行プラントを踏襲した記載に変更） 

 

  

 

図 4－25 試験炉内温度 

 

  

 

図 4－26 試験体内部温度及び検出器表面温度 
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4.3 排水を期待する設備 

4.3.1 床ドレンラインの設計方針 

 床ドレンラインは，「3. 要求機能及び性能目標」の

「3.2.3 性能目標」で設定している機能設計上の性能

目標を達成するために，以下の設計方針としている。 

4.3 排水を期待する設備 

4.3.1 床ドレンラインの設計方針 

床ドレンラインは，「3. 要求機能及び性能目標」

の「3.2.3 性能目標」で設定している機能設計上の

性能目標を達成するために，以下の設計方針としてい

る。 

・差異なし 

 

【島根との差異】 

・設計方針の差異 

（島根 2号機は「床ドレンライン」を「排水を期待す

る設備」に整理していない。以下同様。） 

  床ドレンラインは溢水影響を評価するために想定す

る機器の破損等により生じる溢水及び発電所内で生じ

る異常事態（火災を含む。）の拡大防止のために設置さ

れる系統からの放水による溢水が定められた区画へ排

水される設計とする。 

 床ドレンラインに期待する区画を第 4―8表に示す。 

床ドレンラインは溢水影響を評価するために想定す

る機器の破損等により生じる溢水及び発電所内で生じ

る異常事態（火災を含む。）の拡大防止のために設置

される系統からの放水による溢水が定められた区画へ

排水される設計とする。 

床ドレンラインに期待する区画を表 4―8に示す。 

 

・表現上の差異 

 第 4―8表 床ドレンラインに期待する区画 

 

表 4―8 床ドレンラインに期待する区画（1／2） 

 

表 4―8 床ドレンラインに期待する区画（2／2） 

 

・プラント固有条件の差異 

（溢水評価結果の違いによる床ドレンラインに期待す

る区画の差異） 
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本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

青字：柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機と柏崎刈羽原子力発電所第 7 号機との差異 

緑字：柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機と島根原子力発電所第 2 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

   

  

 

  【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（6 号機は「通水扉」を設置していない。） 
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本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

青字：柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機と柏崎刈羽原子力発電所第 7 号機との差異 

緑字：柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機と島根原子力発電所第 2 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 
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本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

青字：柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機と柏崎刈羽原子力発電所第 7 号機との差異 

緑字：柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機と島根原子力発電所第 2 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 
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青字：柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機と柏崎刈羽原子力発電所第 7 号機との差異 

緑字：柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機と島根原子力発電所第 2 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

 

  

   

   

 

  

 

   

 
  

   

 

  

 

   

 

  

   

 


